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はしがき IⅡ

はしがき

国際文化交流を担う日本の民間財団として1987年に設立された国際文化

フォーラムは､発足以来一貫して中国の日本語教育をサポートする事業を行っ

てきました。とりわけ力を注いできたのは中高校における日本語教育でした。

日中国交回復20周年の1992年より4年連続で開催した｢全中国中高校生日本

語弁論大会」や、1996年より毎夏開催している東北部（内蒙古自治区、吉林

省、黒龍江省、遼寧省）の普通中学（中学、高校を含む）の教師を対象とした

｢中国中高校日本語教師研修会｣、そして中国人民教育出版社の中等教育向け日

本語教科書編纂への協力、日本語教師への情報提供及びネットワーキングな

ど、日本語教育の基盤整備をめざしたこれらの事業に、中国側関係者と共同で

取り組んできました。

本教材は日本語教師のレベルアップをめざした上記研修会のテキストとして

制作したものでありますが､教師が研修会後も座右に置いて、日々の疑問や質

問に対処したり、新しい教授法を自分のものにしたりすることを目的として編

集されています。日本人と直接話した経験も持たず､研修の機会も教材も少な

い中で､何十年も日本語教育に心血を注いできた日本語教師がまだまだ多いの

が現状であります。本教材は、中高校のための『日語教学大綱』（中国国家教

育部発行）や日本語教科書（中国人民教育出版社発行）を踏まえ、かつ6回の

研修会に参加した延べ471名の中高校の日本語教師と日本語教研員からの意見

も反映させながら、日本語教科書の教師指導書とともに日本語教師にとって一

つの拠所となることをめざしました｡5年におよぶ制作プロジェクトが終了し、

この度出版の運びとなったことは大変大きな喜びであります。

本教材が、日本語教師のみならず、日本語を学んでいる漢語話者一般にも参

考になれば幸甚であります。最後になりましたが､本教材が完成に漕ぎつける

まで惜しみなく協力の手を差し伸べてくださった多くの日本語教育専門家の

方々に、心からの感謝の意を表したいと思います。

2002年7月

財団法人国際文化フォーラム

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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シリーズ刊行にあたって

第1回の中高校日本語教師研修会(1996年）では、市販の教材を使用して

講義を行いましたが、実際に研修を行ってみて、中国の中高校の日本語教師が

抱える課題を解決するためには､実情に沿った教材を作る必要があると強く感

じました。そこで、第2回の研修会に向けてオリジナル教材の開発に取り組み

始めました。教材は、研修生からの要望が特に強かった分野、また研修を行っ

たうえで特に力を入れるべきだとわかった分野にしぼって作成し､第2回研修

会(1997年）でそれを初めて使用しました。その後、研修生や日本語教育関

係者の意見を広く取り入れて、改訂を重ねてきました。そして、本年、「漢語

話者のためのわかりやすい日本語シリーズ」として、『発音』『コミュニケー

ション表現』『類義表現の使い分け』『助詞の使い分け文例集』『発音指導の手

引き』の5冊を発行する運びとなりました。

シリーズ④『助詞の使い分け文例集』の前身は、『動詞の整理』(1997年版）

です。これは、文例を通して基本動詞と助詞の関係を提示し、学習者の助詞の

使い方に関する悩みを解決するための教材です。2001年版から、教材のねら

いを明確に示すために、『助詞の使い分け文例集』に改名し、さらに、文例な

らびに文例に関する注釈の中文訳を併記しました。

このシリーズの制作は、数年にわたるプロジェクトであり、これまで関わっ

た制作プロジェクトメンバー全員の努力によって支えられています。また、本

テキストの制作にあたっては､特に杏林大学の阪田雪子客員教授に多大なご指

導をいただきました。同教授をはじめ、知恵と力を惜しみなく貸してくださっ

た多くの方々、編集を担当した国際文化フォーラムの千葉美由紀氏、長江春子

氏、中文の編集を補助した張春暉氏に、この場を借りて心から感謝の意を表し

ます。

このシリーズが、「研修会教材」の枠を超えて、日本語教師や日本語学習者

の方々に広く読まれることを願っています｡シリーズについての忌憧のないご

意見、ご指導を賜りますようお願いいたします。

中国中高校日本語教師研修会教材

制作プロジェクトメンバー代表 加納陸人
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本田 弘之 杏林大学助教授

飯島ひとみ 杏林大学非常勤講師
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はじめに

日本語を勉強している人から、「どの助詞を使えばいいのかわからない」「助詞の

違いがよくわからない」など、助詞の使い方についての質問をよく受けます。日本

語の助詞の使い方を理解するためには、特に動詞文の中で、どのように助詞が選択

され使われているのかを知っておかなければなりません。

動詞と「補語」の関係

動詞と助詞の関係を説明する前に、まず動詞と「補語」（注!）について説明しま

しょう。

動詞は動作や出来事、状態を表現しますが、実際に文を作る時には何らかの意味

を補う言葉を必要とする場合があります。例えば、「教える」という動詞ならば、教

える人はだれか、教える相手はだれか、教えることは何か、などの意味を補う言葉、

つまり「補語」が必要です。これらの「補語」がないと文を作ることができません。

これを文の形にすると、「だれがだれになにを教える」となります。「だれが」

｢だれに」「なにを」が「教える」という動詞の「補語」です。

これら「補語」の中の「が」「に」「を」は助詞です。「が」は「教える」という行

為をする主体／主語を示す格助詞(注2)、「に」は受け手を表す格助詞、「を」は目的

語を表す格助詞です。このように日本語の「｢補語｣」は「名詞十格助詞」という形

で動詞とつながります。「教える」と同じように「だれがだれになにを」という

形をとる動詞には「与える」「知らせる」「伝える」「預ける」「貸す」「売る」などが

あります。ある動詞がどのような「補語」を必要とするかは動詞の表す意味によっ

て決まっています。

では、「遊ぶ」「行く」「通る」という動詞は、それぞれどんな「補語」を必要とす

るか見てみましょう。

(1)公園で遊びました。

（2）公園に行きました。
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(3)公園を通って、駅まで歩きました。

これら三つの動詞はいずれも「補語」として「場所」を必要としますが、それぞ

れの「場所」と動詞の関係は異なります。つまり、「遊ぶ」は「何かをする場所」を

示さなければなりません。そこで、「で」が必要となります。「行く」は、「移動先の

場所」を示す必要があるので、「に」が入ります。「通る」は、「通過していく場所」
亀

を示す必要があります。それを表すのが「を」です。

このように、動詞とその「補語」の関係によって、必要な格助詞が決まるのです。

したがって、ある動詞とその｢補語」の関係が変わると、必要とする格助詞も変わっ

てきます。例えば、「のぼる」を見てみましよう。

(4)屋根（）のぼる。

(5)坂（）のぼる。

（4）と（5）の「のぼる」は、どちらも同じ意味を表しますが、（4）は「のぼった

結果、その人が行きつく場所」が「屋根」なので、「屋根にのぼる」となります。一

方、（5）では、「のぼるという動作で通過していく場所」が「坂」ですから「坂をの

ぼる」となります。

複数の意味を表す格助詞

動詞と「補語」の関係によって使用する格助詞が決まることは、上で述べた通り

です。一方、一つの助詞が複数の意味を表すことがあります。例えば、「を」を見て

みましよう。

(6)日本語を教える。

(7)入り口を入る。

(8)部屋を出る。

（6）～（8）で使われている「を」は、すべて意味機能が異なります。（6）では目

的語を、（7）では通過する場所を、（8）では離れる場所を表しています。

したがって、助詞の使い方を覚える時は、動詞と「補語」の関係においてどの格

助詞が選択されるのかということと、それぞれの助詞の意味をいっしょに覚えるこ

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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とが必要です。

本テキストでは、中高校の『日語教学大綱』の動詞を中心に取り上げて動詞と「補

語」の関係を文例で示しました。また、助詞に複数の意味があるときは、その使い

分けも文例と【注】で示しています。文例は、日常生活の具体的な場面で発話する

時に、それらの動詞が取りうる「補語」のパターンをできるだけ網羅するよう心が

けました。したがって、みなさんがこの教材を通して、初中級の動詞文の基本文型、

特に動詞と格助詞の関係とそれらの助詞の使い分けを理解してくだされば幸いです。

(注1）日本語の「補語」の定義は人によって異なりますが、ここでは文中の意味で

理解してください。英語文法や中国語文法の「補語」とも異なります。

(注2）「格助詞」というのは、その名詞が文中のほかの語とどのような関係にある

かを示す助詞で、「が」「を」「に」「へ」「と」「で」「から」「の」「より」「まで」が

それにあたります。

一一口
一
別 是什公等意思的同,也就是悦需要〔補語〕・

如果没有迭些〔補語〕就造不了句子。如把

〔教える〕和其〔補語〕的美系体現在句子

中,就是〔だれがだれになにを教える〕。

〔だれが〕〔だれに〕〔なにを〕是〔教える〕

迭一功同的〔補語〕・

迭些〔補語〕中的〔が〕〔に〕〔を〕是

助同。〔が〕表示〔教える〕迭一行方的主

体／主悟的格助同(注2)，〔に〕是表示接受

的人的格助同，〔を〕是表示冥珸的格助

同。如上所述，日培的〔補語〕是以〔名詞

＋格助詞〕的形式与幼同相連接的。与〔教

える〕相同，采用〔だれがだれになに

を〕迭一形式造句的劫同述有〔与える〕〔知

日培学可者ｲi]姪常提出“不知道用梛↑

助同好”“助河的区別不太憧”等同題｡要

理解日珸助河的用法,尤其要対幼河句中如

何逸捧、使用助同等,必須予以了解。

劫同和〔補語〕的美系

在悦明劫同和助同的美系之前,先就劫

同和〔補語〕(注')加以悦明。

幼同表示劫作、没生的事情、状志,但

実除造句吋有吋需要加上ﾈﾄ充某些意思的

同。例如，〔教える〕迭一幼同,需要ﾈﾄ充

表示教的人是堆,教的対象是堆,教的内容
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可以表示多神意思。例如〔を〕：

(6)日本語を教える。（教日珸｡）

(7)入り口を入る。（走透入口処｡）

(8)部屋を出る。（走出房同｡）

（6）～（8）中都使用了〔を〕，但是各

句中的〔を〕的意思功能都不一祥。（6）中

表示冥珸,（7）中表示通辻的場所，（8）中

表示萬汗的坊所。

所以，尼助同的用法肘，必須要氾住如

何根据劫同和〔補語〕的美系逸拝格助同，

同吋,也要氾住各↑助同所表示的意思。

在本教材中，主要迭拝了初、高中《日

培教学大姻》中出現的功同，以例句的形式

悦明劫同和〔補語〕的美系。一十助同有多

稗意思的場合,其使用上的区別也用例句和

【注】的形式来表示。美干例句,端者尽量

注意阿夛了在日常生活的具体場面中悦活吋，

劫同可以帯的〔補語〕的美型。所以，如果

本教材能帯助大家理解和掌握初中級的幼同

句的基本句型,特別是劫同与格助同的美系

以及迭些助同在使用上的区別,端者将感到

非常茉幸。

らせる〕〔伝える〕〔預ける〕〔貸す〕〔売

る〕等。一十劫同需要什公祥的〔補語〕要

根据幼同所表示的意思来決定。

下面看一看〔遊ぶ〕〔行く〕〔通る〕各

幼同都分別需要什公祥的〔補語〕。

(1)公園で遊びました。（在公国玩了｡）

(2)公園に行きました。（去公園了｡）

(3)公園を通って、駅まで歩きました。

（路鑑公国，走到了火牢姑｡）

迭三介劫同都需要“場所”来倣〔補

語〕，而各句中的“場所”与劫同的美系有

所不同。也就是悦，〔遊ぶ〕必領悦明“倣

某事的場所,，，此吋要用〔で〕。〔行く〕必

須悦明“移劫的目的地”，所以要用〔に〕。

〔通る〕必緬悦明“所通泣的場所”，要用

〔を〕来表示。

如上所述,根据劫同和其〔補語〕的失

系来決定所用的格助同。所以，当幼同和其

〔補語〕的美系友生変化肘，所用的格助同

也随之友生変化。清看〔のぼる〕的例子。

(4)屋根（ ）のぼる。

(5)坂（ ）のぼる。

（4）和（5）的〔のぼる〕都表示‘‘上”

的意思因力例句（4）表示的是“上”的

結果,那令人到迭的場所是〔屋根〕即“屋

頂”，所以要塊〔屋根にのぼる〕・而例句

(5)中，因方“上”迭一幼作通辻的場所是

〔坂〕即“玻，，，所以要悦〔坂をのぼる〕。

(注1）日培中的〔補語〕的定又尚存争棋，

迭里清按文中的意思去理解。此外,迭里的

〔補語〕与英珸培法以及沢培培法中的“ネト

悟”也不同。

(注2）〔格助詞〕是表示某一名同在句子中

与其他同処干什公共系的助同，〔が〕〔を〕

〔に〕〔へ〕〔と〕〔で〕〔から〕〔の〕〔より〕

〔まで〕都是格助同。

表示多稗意思的格助同

如上所述使用郡介格助同是根据劫同

和其〔補語〕的美系来決定的。而有的助同

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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本テキストの構成と留意点

本テキストでは、主に中国の中学・高校の『日本語教学大綱』に記載されている

動詞を使った文例を提示しています。動詞は五十音順に並べています。提示した文

例は初中級レベルの日本語文型と語彙を使うよう心掛けました。また、主に日常生

活での話し言葉を扱っています。

取り上げた動詞で文を作るために必要な格助詞には下線を引いています｡例えば、

｢食べる」という動詞で文を作る時に必要な格助詞は何かを考えてみましょう。「食

べる」という動詞を使って文を作る時、多くの人が「餃子を食べます」「私はりんご

を食べました」というような「○○を食べる」という文を作ります。ほかに「だれ

が」「どこで」「いつ」「何で（道具)」「なぜ」などを表す言葉を使った文を作ること

もできます。しかし、この時「私は昨日、家で食べました」という文では「単独で

完結した文」にはなりません(注)。つまり、「食べる」という動詞で文を作る時には

｢なにを」という「補語」が絶対に必要なのです。そこで、「食べる」の項目では、

｢を」に下線を引いています。

「単独で完結した文」を作るために必要な「補語」が二つ以上ある動詞もありま

す。例えば、「のせる」という動詞で文を作ると、「机の上に本をのせる」「車に荷物

をのせる」のようになります。この場合、「に」と「を」の両方に下線を引いていま

す。このように、下線はその動詞で文を作る時に「絶対必要な格助詞」にだけ引い

ています。「格助詞」であっても、絶対必要とはいえないものには下線は引いていま

せん。

「は」「も」などの「提題助詞」や「取りたて助詞」は、すべての動詞について使

えるので、下線は引いていません。また、名詞と名詞をつなぐ．「の」や「と」など

の「接続助詞｣、文末に付く「か」「よ」などの「終助詞」にも下線は引いていませ

ん。また、その動詞が受け身の形で使われているために、使われる格助詞が変化し

た場合は波線を引きました。

文例の中で、どちらの格助詞を使ってもほとんど意味が変わらない場合は、「学校

へ／に行く」のように「／」で示しています。「／」で書かれている格助詞は、日常
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会話ではどちらもほとんど同じ意味で使っていますが、ニュアンスが異なる場合が

あります。例えば、「へ／に」では、「へ」は移動の方向を重視し、「に」は移動の目

的地と移動後の所在を重視する、というニュアンスの違いがあります。このような、

併記した格助詞のニュアンスについては、【注】で説明しました。

動詞の並べ方と表記の仕方

1．『日語教学大綱』に記載されている動詞以外に、次のような動詞を追加しました。

(1)大綱に記載されている動詞に対応する自動詞あるいは他動詞を加えたもの

開ける／表れる／折れる／替える／覚ます／閉まる／倒す／建つ／捕まる／つぶす

／照る／溶かす／飛ばす／治す／流す／残す／延びる／冷える／広げる／深まる／

減らす／曲げる／役立てる／休める

(2)漢字の書き分けが大綱では提示されなかった動詞で、その書き分けの漢字を加

えたもの

会う／遭う／温める／超える／探す／造る／務める／跳ぶ／執る・採る・捕る・撮

る・盗る／亡くす・亡くなる／診せる／診る／辞める

2．対応する自動詞と他動詞は同じ項目にまとめ、それぞれの後ろに、対応する文例

番号を示しました。

例l:あう（合う）自動詞五段 ①～②

あわせる（合わせる）他動詞下一段 ③～⑤

①彼と意見が合いました。

②靴の色が洋服とよく合っています。

③服と靴の色を合わせます。

④バッグの色を洋服に合わせます。

⑤みんなが力を合わせて仕事をしています。

ただし、対応する自動詞と他動詞が読みを五十音順に並べた時に別項目になるも

のは、先に出現する語のところで両方を取り上げて文例を提示し、あとに出現する

語のところは項目だけ表示し、文例の参照項目として、次のように【】で示しま

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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した。

例2： はいる（入る）【→いれる（入れる)】

3．漢字の書き分けがあっても、同じ読みの場合は、同じ項目にまとめました。

例3：とる（取る・執る・採る・捕る・撮る・盗る）

ただし、同じ読みでも別項目にしている場合があります。これは、同じ項目になっ

ているか､別項目になっているかを数種の国語辞典を調べ､多数を占めるほうに従っ

たためです。

4.漢字の書き分けがあり、さらにそれぞれの漢字に対応する自動詞と他動詞がある

場合は、同じ項目にまとめました。

例4：あらわす（表す．現す）あらわれる（表れる．現れる）

ただし、自動詞と他動詞で、漢字の書き分けが対応していない場合は、対応する

もののみ同じ項目にし、そのほかは別項目にしました。例えば、自動詞「あう」に

は「合・会・遭」の3種類の漢字がありますが、対応する他動詞「あわせる」の漢

字は「合」しかありません。この場合は、次のようにまとめました。

例5：あう（合う）あわせる（合わせる）

あう（会う・遭う）

5.仮名で表記することが多い語でも、漢字表記がある場合は、（）中でそれらを

示しました（例6)。動詞には、いくつかの意味を持ち、その意味の違いによって漢

字表記にしたり、仮名表記にしたりするものがあります。いずれの場合も、どの表

記を使うことが一般的なのかについて、文例中で示したり、【注】で説明したりしま

した。

例6：要る／居る／掛ける／込む／付く／褒める

6．仮名で表記する動詞で、意味が複数ある場合は、別項目にまとめました。
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例7：やる（｢(物を）与える」の意）

やる（｢(何かを）する」の意）

7．文例を自然なものにするために、使役・受け身・可能・「～てある」・「～てもら

う」などの構文で使われることが多い動詞では、そのような文例を提示しました。

受け身や使役の文にすることで､必要な格助詞が変わることがあります。この場合、

格助詞の下に波線を引きました。

例8：犬に足をかまれました。

例9：壁に絵が掛けてあります。

8．中文の中の和文引用は〔〕で示しました。

なお、以上3～5に述べてきた「仮名や漢字の表記と、その意味の違い」につい

ては、はっきりとした基準が決められてはいません。そこで、教科書や辞書によっ

て、あるいは作家や編集者によって、解釈や使い方に少しずつ違いがあります。こ

の教材では「多くの辞書で採用されている解釈」を使用しましたが、これが「絶対

に正しい」というわけではありません。

(注）例えば「あなたは昨日、どこで晩ご飯を食べましたか」という質問の文があれ

ば「私は昨日、家で食べました」という答えの文を作ることはできます。しかし、

だれもなにも質問していないのに唐突に「私は昨日、家で食べました」という文を

作ることは考えられません。つまり「私は昨日、家で食べました」は、単独で完結

した文ではありません。それに対して「私はりんごを食べました」は「単独で完結

した文」です。このテキストで「動詞で文を作る」といった時は「単独で完結した

文を作る」ことを意味しています。

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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本教材的杓成与注意事輌

〔は〕〔も〕等〔提題助詞〕即“提示活

題的助同”以及〔取りたて助詞〕即“特別

彊凋助同”，因力可以用干所有的幼同，所

以下面没有画横銭。男外,達接名同和名同

的〔の〕以及〔と〕等〔接続助詞〕、用千

句尾的〔か〕〔よ〕等〔終助詞〕下面也没

画横銭。通有,当一助同因在被劫句中使用，

所必需的格助同笈生変化吋,其格助同下面

画了波浪銭。

例句中，元陀用郷一介格助同句子的意

思都几乎不変吋像〔学校へ／に行く〕迭

祥用〔／〕表示。用〔／〕表示的格助同，

在日常会活中几乎都是按同又使用的,但是，

有吋二者有着微妙的区別。比如〔へ／に〕

的場合,〔へ〕重視的是移幼的方向,而〔に〕

重視的則是移劫的目的地及移劫后的所在

地。対迭神井列出的格助同的微妙区別,用

【注】遊行了悦明。

本教材出示的主要是使用中国的初、

高中《日沼教学大鋼》中所氾載的幼同的例

句。幼同是按五十音序排列的。出示的例句

也尽量使用了初中級水平的日悟句型和同

江｡而且,主要渉及的是日常生活中的口悟。

在列挙的幼同所必需的格助同下面画了

横銭以示其意。比如，辻我1，看一看使用

〔食べる〕迭一劫同吋所需要的格助同是什

公。用〔食べる〕迭一幼同造句吋,恨多人

都会造〔餃子を食べます〕，〔私はリンゴを

食べました〕等，〔○○を食べる〕遠祥的

句子。此外，迩可以用表示〔だれが〕即

“堆”，〔どこで〕即“在邸ル，，〔いつ〕

即“什公吋候”，〔何で（道具)〕即“用什

公工具"，〔なぜ〕即‘‘力什公”等同造句。

但是，比如〔私は昨日、家で食べました〕

即“我昨天在家吃了，，迭祥的句子表迭的意

思是不完整的(注)。也就是悦,用〔食べる〕

迭一功同造句吋，〔何を〕迭一〔補語〕是

必需的。所以,在〔食べる〕的頑目中，〔を〕

下面画了横銭。

也有力了造一十完整的句子需要両十以

上的〔補語〕的幼同。比如，用〔のせる〕

迭一幼同造句吋,要造成〔机の上に本をの

せる〕即“把名放在巣子上，，，〔車に荷物

をのせる〕即“把末西装在牟上”遠祥的句

子。迭神場合，〔に〕和〔を〕丙介助同下

面都画了横銭。如上所述,用幼同造句吋只

在其“絶対必需的格助同”下面画了横銭。

而即使是格助同,但如果不是“絶対需要的

格助同”的溺合，下面没有画横銭。

劫同的排列方法与弔写方法

1.除了《日悟教学大綱》所妃載的幼同以

外,朴充了下列功同。

(1)ネト充了和大綱所i己載的幼同相対皮的

自幼同或他幼同。有：

開ける／表れる／折れる／替える／覚ます

／閉まる／倒す／建つ／捕まる／つぶす／

照る／溶かす／飛ばす／治す／流す／残す

／延びる／冷える／広げる／深まる／減ら

す／曲げる／役立てる／休める

(2)沢字需要区分福写的劫同,朴充了大鋼

里没有氾載的沢字。有：
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例4：あらわす（表す。現す）あらわ

れる（表れる．現れる）

沢字需要区分お写的同,但井不是毎介

沢字都有相対匝的自劫同和他功同的場合，

只把有相対皮汲字令写的同旧納到了同一頂，

其他同男列頭目。例如，自助同的〔あう〕

有〔合／会／遭〕3稗沢字写法,而対皮的

他幼同只有用汲字〔合〕名写的〔合わせ

る〕・遠稗易合,是按如下方法旧納的。

例5:あう（合う）あわせる（合わせる）

あう（会う・遭う）

会う／遭う／温める／超える／探す／造る

／務める／跳ぶ／執る・採る・捕る・撮

る・盗る／亡くす・亡くなる／診せる／診

る／辞める

2．把相対皮的自劫同和他劫同旧納到同一

噸,在所示劫同的后面分別杯出了相対匝的

例句号喝。

例l:あう（合う）自動詞五段①～②

あわせる（合わせる）他動詞下

一段 ③～⑤

①彼と意見が合いました。

②靴の色が洋服とよく合っています。

③服と靴の色を合わせます。

④バッグの色を洋服に合わせます。

⑤みんなが力を合わせて仕事をしています。

但是，当相対匝的自劫同和他劫同的没

音按五十音序排列吋厘戈リカ不同的収目吋，

在先出現的同悟処将二者列挙出来出示例

句，在后出現的同浩処則仮杯明輌目，井用

【】杯出了例句的参照頭目。

例2:はいる（入る）【→いれる（入れる)】

5．経常用假名名写但也可以用沢字名写的

同，在（ ）中祢出了其沢字名写方式

(例6)。也有一十劫同有几介意思,根据其

意思的不同有吋写沢字有吋写假名的情況。

元治梛稗溺合,都在例句或【注】中出示了

最常用的拍写方法。

例6：要る／居る／掛ける／込む／付く

／褒める

6.用假名名写的幼同有几稗意思的坊合,旧

納到了不同頭目中。

例7：やる（｢(物を）与える」の意）

やる（｢(何かを）する」の意）

3．用不同的沢字名写,而湊音相同的同,旧

鋼到了同一頭。

例3：とる（取る・執る・採る・捕る・

撮る・盗る）

但是,也有的同邑然漢音相同却分到不

同頭目中｡至干匝咳分在同一収迩是匝咳分

在不同頭目中,本教材采納了几紳国珸辞典

中占多数的意見。

7．力了使例句自然，常以使劫、被劫、可

能、〔～てある〕、〔～てもらう〕等句型

使用的劫同，出示了咳同常用句型的例句。

所以，在迭些句型中，有吋劫同所必需的格

助同会没生変化。迭稗情況下,在格助同下

面画了波浪袋。

例8：犬に足をかまれました。

例9：壁に絵が掛けてあります。

4.沢字需要区分名写,井且各沢字都有相対

匝的自劫同或他幼同吋，旧納到了同一噸。

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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8・中文中的日悟引用部分用〔 〕表示。 梛jL吃的晩坂”的場合,休可以用〔私は昨

日、家で食べました〕即“我昨天在家吃

的，，来回答。但是,在堆也没何休什公的情

況下，体不可能突然悦出一句〔私は昨日、

家で食べました〕・也就是悦，〔私は昨日、

家で食べました〕，不能作カー令完整的句

子単独使用。与此相比，〔私はリンゴを食

べました〕即“我吃革果了”則是一十'"可

以単独使用的完整句”・本教材中所悦的

〔動詞で文を作る〕即“用功同造句",意味

着造“可以単独使用的完整句"。

男外,如前文3～5所述，美干用假名

迩是用沢字名写以及各名写方式所表迭的意

思有何差昇,没有明砺的基准。因此有由干

教材及辞典或者作家及鋪者的不同,在解稗

及使用方法上梢有区別的情況｡本教材采納

了“多数辞典中的解稗”，但迭井不意味遠

是“絶対正砺”的解稗。

(注）例如,如果有人向〔あなたは昨日、ど

こで晩ご飯を食べましたか〕即“休昨天在

－
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蕊あう(合う)自動詞五段①②

あわせる(合わせる)他動詞下一段③~⑥
かれ い けん あ

①彼と意見が合いました。
くつ いろ ようふく あ

②靴の色が洋服とよく合っています。
くつ いろ ふく あ

③靴の色を服と合わせます。
いろ ょうふく ぁ

④バッグの色を洋服に合わせます。
ちから あ し ごと

⑤みんなが力を合わせて仕事をしています。
ぜんいん こえ あ うた

⑥全員で声を合わせて歌いましよう。

①和他的意見迭成了一致。②鮭的

顔色和衣服的顔色根祢凋。③搭配

好畦和衣服的顔色。④使提包的顔

色能搭配上衣服的敵色。⑤大家芥

心協力地工作。⑥清大家芥声唱。

【注l】例③的(AをBと合わせ

る〕表示A和B的美系是対等的｡但

是,例④的(AをBに合わせる〕則

表示B力主A力圦的美系。再如例

⑤的(AがBを合わせる〕的A是

表示夏数的名同表迭的是咳名同的

全体使B一致的祥子。例⑥的〔全

員で〕的〔で〕和〔歌う〕相呼皮。

あう (会う・遭う）自動詞五段

せんせい あ れが

⑦先生に会って、お願いしてみます。
あした じ ゃまもと あ よ てい

⑧明日の3時にホテルで山本さんと会う予定です。
き-jさ てん ともだち あ

⑨喫茶店で友達と会いました。
とうきょうえき ともだち あ .

⑩東京駅で友達と／に会いました。
く．うぜん でんしや なか むかし ともだち あ

⑪偶然、電車の中で昔の友達に会いました。
がつこう かえ とちゅう こうつうじ こ あ

⑫学校から帰る途中で交通事故に遭いました。
とうなん あ

⑬ホテルで盗難に遭いました。

⑦去見老師求求看｡⑧預定明天3点

在坂店和山本児面。⑨在茶棺和朋

友児了面。⑩在京京姑和朋友児了

面。⑪在屯牟里偶然見到了以前的

朋友。⑫在圦学校回家的路上遇到

了交通事故。⑬在冥靖里被倫了。

【注2](AがBに会う〕意思是

A移幼到B所在的地方児面。也就

是悦両者的共系是(A→B)｡(A

がBと会う〕意思是双方都移劫到

某一場所見面,也就是悦西者的失系

是(A→←B)･偶然磁見肘多用（に

会う〕。〔遭う〕即"遭遇／遇到，，

一定要用〔に〕。
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あがる(上がる)自動詞五段⑭~⑯

霞あげる(上げる)他動詞下后段⑰~⑲
がん ぱ ぺんきょう すうがく せいせき あ

⑭頑張って勉強したので、数学の成績が上がりました。
げ ねつざい の よる ねっ あ

⑮解熱剤を飲んだのに､夜になってさらに熱が上がり

ました。

だいが<しんが〈I)つ さくねん こ と し

⑯大学進学率が昨年の40パーセントから今年は45
あ

パーセントにまで上がりました。
がん ぱ ぺんきょう すうがく せいせき あ

⑰頑張って勉強して、数学の成績を上げました。
おん ど ど と． あ

⑱オーブンの温度を170度から200度に上げました。
に はんぎんこう こうてぃ ぶ あも』

⑲日本銀行は、公定歩合を2パーセントから2.5パー
あ

セントまで上げました。

あ

⑭因方努力学可了,所以数学的成蹟

上去了。⑮蒟已錘吃了,但到了夜里

却焼得更房害了。⑯今年的大学升

学率肌去年的40％上升到45％。⑰

努力学刃,把数学的成錆提上来了。

⑱把拷箱的温度圦170度提高到200

度｡⑲日本根行将法定貼現率M2%

提高到2.5％。

【注3](AからBに上げる／上

がる〕和(AからBまで上げる／

上がる〕的意思基本相同,但是,当

握渦B所表示的数字肘，多用〔ま

で〕（例⑯、⑲)。

=あきる(飽きる)自動詞上-段

あ そと あそ い

⑳テレビゲームに飽きて、外に遊びに行きました。
びょういん ね あ ．

⑪病院でじっと寝ているのに飽きました。
まいにちなに いえ め

⑫毎日何もしないで家でごろごろしているのにも飽き

ました。

⑳屯祝勝茂玩臓了，就到外面去玩

了。⑳在医院一劫不劫地鯖着,都競

臓了。⑫毎天什公都不倣,在家元所

事事､都呆賦~r。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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あく(開く)自動詞五段⑳~⑳

あける(開ける)他動詞下一段⑰~⑳
かぜ まと’ あ

⑳風で窓が開きました。
へ や

⑳この部屋のドアはこの蕊で開きます。
しん せ かい まいあさ じ あ

⑮新世界デパートは毎朝9時に開きます。
ひと とお じ と･う あ

⑳人が通るたびに、自動ドアが開いたり閉まったりし

ノ

⑳因力刮風宙戸汗了。⑭迭ﾉﾄ房同

的n用迭把胡匙打升。⑳新世界百

貨商店毎天早上9点升no⑳一有

人送出自劫口就一汗一美的。⑰清

打升宙戸｡⑳用究珸打升秘密的no

⑳我毎天早上9点升店。⑳抹子汗

了一令洞。

ています。
まど あ

⑰窓を開けてください。
じゅもん ひ みつ とびら あ

⑳呪文で秘密の扉を開けます。
わたし まいあさ じ みせ あ

⑳私は毎朝9時に店を開けます。
くっした あな

⑳靴下に穴があいています。

I |あく(空く)自動詞五段
I ，

となり せき あ

⑪隣の席が空きました。
あ せき ざが

⑫空いている席を探しましょう。
せき あ

⑬この席は空いていますか。

⑳秀辺的座付牢了｡⑫桟十杢座ﾛ巴。

⑬連/1，座付零着喝？

(明ける）自動詞下一段

よ あ

⑭もうすぐ夜が明けます。
とし あ

⑮年が明けました。

⑭天快要亮了｡⑮新的一年升始了。
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蕊あける(開ける）

【→あく（開く)】

｢あずかる(預かる'他動詞五段

ほん だ しよるい あず

⑳本田さんからこの書類を預かりました。
りょこう い ともだち へ や かぎ あず

⑰旅行に行く友達から部屋の鍵を預かりました。

あ

⑯本田辻我保存迭价賓料。⑰去旅

行的朋友辻我保存房|司的銅匙。

戸あずける(預ける)他動詞下一段

扇
ひこうき の まえ おお にもつ あγ

⑱飛行機に乗る前に大きな荷物を預けます。
あず

⑲コートをフロントに預けました。
こ ども ほ ぃくえん あず しゅつきん

⑳子供を保育園に預けてから出勤します。

⑱登机之前寄存大件行李。⑲把大

衣寄存在服努台。⑩把咳子交姶托

ﾉL所然后去上斑。⑪把銭存透了根

行。

【注4】基本上用(AをBに預け

る〕的形式,但是ｼ有吋也悦(Aを

Bへ預ける〕･意思基本相同。

かね ぎんこう あず

⑪お金を銀行に／へ預けました。

あそぶ(遊ぶ)自動詞五段

いま しょうが〈せい ともだち あそ すぐ

⑫今の小学生は友達と遊ぶことが少ないです。
こうえん こ ども あそ

⑬公園で子供が遊んでいます。

⑫現在的小学生和朋友玩的吋候恨

少。⑬咳子佃正在公国玩九。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集



’|あ行
6

｢あたえる(与える)他動詞下･段

かのじょ いち と. あた

⑭彼女にもう一度チャンスを与えてください。
どうぶつえん どう墓っ えさ かつ て あた

⑮動物園では､動物に餌を勝手に与えてはいけません。
こ ども かね ぁた

⑯子供にはあまりお金を与えないほうがいいです。

恩あたためる(暖める．綴のる)他動詞下一段
SI

さむ ひ へ や あたた

⑰寒い日は、ストーブで部屋を暖めます。
でん し あたた

⑱電子レンジで冷めたスープを温めました。

⑭清再姶地一次机会。⑮在劫物国。

不杵随便姶劫物末西吃。⑯不多姶

咳子残比較好。

⑰衿天用炉子暖房|司・⑱用微波炉

把凉湧熟了一下。

あたる(当たる)自動詞五段霞~趣
あてる(当てる)他動詞下一段⑮⑳

や まと あ

⑲矢が的に当たりました。
かお あ

⑳飛んできたボールが顔に当たりました。
こた あ

⑪クイズの答えが当たりました。
わたL よ そう あ だいれん ゆうしょう

⑫私の予想が当たって、大連チームが優勝しました。
ちゅうせん じ てんLや あ

⑬抽選で自転車が当たるそうです。
たから まんえん あ

⑭宝くじで1,000万円当たりました。
かれ や まと あ

⑮彼はすべての矢を的に当てました。
わたし かれ しゆっしん ち あ

⑳私は彼のなまりから出身地を当てました。

⑲箭射中了靭子。⑳~K来的球打到

了股上。⑳遜悟的答案答対了。⑫

我猜中了,大連臥果然掌了冠隼。⑬

明悦抽筌能中自行卒。⑭芙彩票中

了1,000万日元｡⑮他所有的箭都射

中靭子了。⑮我明他的口音猜中了

他的出身地。

【注5】例⑭的〔宝くじで1,000万

円当たりました〕是(宝くじで1,000

万円が当たりました〕的〔が〕被省

略了。当悦中了金銭肘〔が〕常被

省略。



’
7

|あ

あ

(集める）他動詞下一段 ⑲⑳

ひさいち ぎえんきん あつ

⑰被災地に義損金がたくさん集まりました。
鋤‘《繕い扉いく鋤｡んぁっ

⑱学生が体育館に集まっています。
わたし きっ て あつ

⑲私は切手を集めています。

⑰姶爽区的損款集了恨多。⑱学生

都在体育棺集合。⑲我在集郎。⑳

老師把学生招集到了体育箔。

せんせい せいと たいい〈かん あっ

⑳先生は生徒を体育館に集めました。

mあてる(当てる)

;ゞ’【→あたる（当たる)】

Eあびる峪びる)他動詞t一段

L一

そ’う 'よな みず あ

⑪象は鼻で水を浴びます。
わたし まいあさ あ

⑫私は毎朝シャワーを浴びます。
かれ えんぜつ 含』袈うしゅう だいかっさい あ

⑬彼の演説は聴衆から大喝采を浴びました。
しよくぶつ たいよう ひかり あ そだ

⑭植物は太陽の光を浴びて育ちます。

⑪象用鼻子汲水洗操。⑫我毎天早

上洗淋浴。⑱他的演悦博得了明炊

的盛大喝彩。⑭植物沐浴着阻光生
1〆・

衣o

I:あやまる(謝る)他動詞五段

あに あやま

⑮兄に「ごめんなさい」と謝りました。
ぜん颪 ・だんけ｡鐘善 ゐゃ雲

⑯先生に無断で欠席したことを謝りました。

⑮眼奇奇道敷悦了声“対不起"。⑮

向老師桧付了元故町操。⑰眼朋友

道教悦了句“我悦了蔬活,対不起"。

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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ゆうじん うそ あやま

⑰友人に「嘘をついてごめんなさい」と謝りました。
あやま ゆる

⑱あんなに謝っているんだから、許してやりなさい。

⑱既然迭公向休道教､就原涼他ﾛ巴。

蕊あらう(洗う)他動詞五段
，；

わたし まいあさかみ あら

⑲私は毎朝髪を洗います。
しょく じ まえ せっ て あら

⑩食事の前は石けんで手を洗いなさい。
せんたく き あら

⑪洗濯機でタオルやシーツを洗います。

⑲我毎天早上洗共。⑩吃坂前要用

香宅洗手。⑪用洗衣机洗毛巾和床

単。

あらそう (争う）他動詞五段

ちゅうごく に ばん ゆうしょう あらそ

⑫中国チームが日本チームと優勝を争っています。
きょうだい おや いさん あらそ

⑬兄弟で親の遺産を争いたくありません。
な こ と．も さき あらそ うんと~うじよう と

⑭ベルが鳴ると、子供たちは先を争って運動場に飛び
だ

出しました。

⑫中国臥在和日本叺争冠隼。⑬兄

弟姐妹之同不想争父母的遺声。⑭

衿一ﾛ向，咳子｛､就争着鉋向了迄劫

場。

(改める）他動詞下一段

わる しゆうかん あらた

⑮これからは悪い習慣を改めます。
がいしや うんちん えん ／えん あらた

⑯バス会社は運賃を200円から300円に改めました。

⑮圦今以后改棹坏弓慣。⑯公共汽

牟公司将票价圦200日元改成了300

日元。
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あらわす(表す｡現す)他動詞五段⑰~‘

(あらわれる(表れる．現れる)自動詞下一’
え さくしや かな ぁらゎ

⑰この絵は作者の悲しみを表しています。
たん ご い み あらわ

⑱この単語は「おもしろい」という意味を表します。

｜町

あらわす(表す｡現す)他動詞五段⑰~⑪

あらわれる(表れる．現れる)自動詞下一段⑫~⑳
あ

⑰迭幅画表現了作者的悲哀。⑱迭

十単同表示“有趣”的意思。⑲他

年経吋就初露共角。⑳歌手在音采

会場露面了。⑪同喋任何吋候都不

能暴露真実的身价。⑫迭幅画里流

露着作者的悲哀。⑳他的思想在迭

篇洽文里表迭得非常充分。⑭蒟恨

快就会見效ﾛ巴。⑮歌手在音采会場

露面了。⑳太阻圦云同露出来了。

【注6】例⑲的〔頭角を現す〕即

“露出失角”是弓慣脱法.意思是オ

能等比周園的人明星高出一等。

かれ わか ころ とうかく あらわ

⑲彼は若い頃から頭角を現していました。
か しゅ かいじよう すがた あらわ

⑳歌手がコンサート会場に姿を現しました。
とき しようたい あらわ

⑪スパイはどんな時も正体を現してはいけない。
え さ〈しや かな あらわ

⑫この絵には作者の悲しみが表れています。
ろんぶん かれ し そう あらわ

⑬この論文に彼の思想がよく表れています。
くすb こう か あらわ

⑭じきに薬の効果が現れるでしょう。
か Lゅ かいじよう あらわ

⑮歌手がコンサート会場に現れました。
〈も あいだ たいよう あらわ

⑳雲の間から太陽が現れました。

ある自動詞五段

つくえ うえ ほん

⑰机の上に本があります。
つくえ うえ

⑳本は机の上にあります。
ちゅうざんこうえん ふんすい

⑲中山公園には噴水があります。
ちん でん わ

⑳陳さんから電話がありました。
ひと おんがく さいのう

⑪あの人には音楽の才能があります。
わたし か じ しん

⑫私には勝つ自信がありません。
ぎんこう よ きん まんえん

⑬銀行に預金が300万円あります。
に もつ おも

⑭この荷物は重さが5キロあります。
さく や とうきょう じ しん

⑮昨夜、東京で地震がありました。
あした こうどう しんにゅうせい かんげいかい

⑳明日、講堂で新入生の歓迎会があります。

⑰巣子上有二門。⑳お在稟子上。⑳

中山公国里有噴泉。⑳陳先生来屯

活了。⑳那十人有音采オ能。⑫我

没有嵐的信心。⑬銀行里有300万

日元存款。⑭迭令行李的重量有5

公斤。⑮昨晩,京京度生地震了。⑳

明天,在礼堂有新生吹迎会｡⑳坂島

老師恨受学生吹迎。

【注7】例⑰的〔人気がある〕即

“受吹迎”是。慣用法。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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いいじませんせい が〈せい にん き

⑰飯島先生は学生に人気があります。

｢あるく(歩く)自動詞五段

あぶ ほ どう ある

⑱危ないから、歩道を歩いてください。
えき ある

⑲駅からデパートまで歩きました。
てん き の ある い

⑪天気がいいので､バスに乗らずに歩いて行きました。

〒あわせる(合わせる）
, "堂

【→あう（合う)】
溌､.⑤

⑱因力危瞼,清走人行道｡⑲圦火牟

姑走到了百貨商店。⑩因方天気好、

没坐公共汽李､走着去的。

3あわてる (慌てる）自動詞下一段

B
し けん まえ あわ ぺんきょう

⑪試験の前に慌てるのは、勉強していないからです。
じっしゅう ぜんじつ じゆん び ぶ そく あわ

⑳実習の前日になって準備不足で慌てる人がいます。
あわ じゅうぶん き

⑳慌ててけがをしないよう､十分気をつけてください。
じ しん お あわ お つ こうどう

⑳地震が起きても、慌てずに落ち着いて行動してくだ

⑪考試前友慌是因力没好好学可。

⑫到了突刃前一天通有因准各不充

分而友慌的人。⑳別因慌忙而受傍，

多注意点ﾉLo⑱即使笈生地震,也別

慌誰要況着地行幼｡

さい。
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い"…………………………………………………………………… … あ
●

い

刃《‐ン
ｂ

も

｜峨剖別““．．←“…ｉｆ、》》》》》》峠

(言う）他動詞五段

こうちようせんせい じ ぶん い けん い

①校長先生に自分の意見を言いました。
けんし鰯ぅ扉かんそう、，

②この研修会の感想を言ってください。
た なか b勘

③田中さんに「ごめんなさい」と言いました。
しょくいんしつ はい とき しつれい も』

④職員室に入る時は「失礼します」と言いましよう。
せい き たいへいよう じ だい い

⑤21世紀はアジア太平洋の時代だと言われています。
わたし やまもと

⑥私は山本といいます。
おやこうこう おや だい じ

⑦「親孝行」とは「親を大事にする」ということです。

①眼校任悦了自己的意見。②清淡

一下遠次研修会的感想。③向田中

先生悦了句"対不起"。④透教研室

吋清悦“対不起，打撹一下"。⑤人

{､悦21世妃是亜太的吋代。⑥我叫

山本。⑦“孝敬父母”就是“愛戴

父母"。

【注8】〔～と言う〕的〔と〕用

干引用所悦的内容。男外,如例⑦用

〔～ということ〕以及〔～という

者〕〔～という意味〕的形式肘,也

就是悦不是亘接友言吋,不写沢字而

用平假名写。

りょう り っ さかな い

⑧料理するまで釣った魚を生かしておきます。
せん と・ たも さかな い はこ

⑨鮮度を保つため、魚を生かしたまま運びます。
ぺんきよう し& はたら

⑩勉強したことを生かして働いています。
か こ けいけん し ごと い

⑪過去の経験を仕事に生かすことができました。

⑧辻物的重一亘活到烹凋前。⑨力

了保持鮮度,這送活重。⑩把学泣的

末西迄用在工作中。⑪把泣去的姪

駿没拝到工作中了。

【注9】如例⑧、⑨那祥按〔生か

す〕的原意“弄活”使用的場合恨

少。几乎都是如例⑩、⑪那祥，按

〔活用する〕即“有效利用”的意

思使用。按此意使用吋有肘也写成

〔活かす〕。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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》

(生きる）自動詞上一段

かめ れん い じよう い ・

⑫この亀は100年以上も生きているそうです。
ひと かね Lb

⑬人はお金のためだけに生きるのではありません。
にんげん ひとり い

⑭人間は一人では生きられません。
しようせつ さくしや たいけん い

⑮この小説には作者の体験が生きています。

⑫明悦迭只島亀活了100多年了。

⑬人井不仮仮是力了金銭活着。⑭

人一ﾉﾄ人是生存不下去的。⑮在迭

篇小悦里作者的姪厨得到了生劫的

体現。

いく(行く)自動詞五段

まいにち じ がつこう 1』

⑯毎日8時に学校に／へ行きます。
ちち かいしゃ bb

⑰父はバスで会社に／へ行きます。
にちよう ぴ おう しんじゆく えぃ が み い

⑱日曜日に黄さんと新宿に／へ映画を見に行きます。

⑯毎天早上8点去学校。⑰父奈坐

公共汽牟去公司上班。⑱星期天和

小黄去新宿看屯影。⑲迭介工程的

一切都透展得非常順利提前完成了

緬定的工期。⑳迭次的工作透展得

恨ﾇ艮堆。

【注1o](行く〕除了表示"圦近赴

向近処移劫”的意思以外,也有〔で

きる〕即"能"的意思（例⑲､⑳)。

こう じ じゆんちよう い よ てぃ はや かん

⑲この工事はすべてが順調に行って､予定より早く完
せい

成しました。
こん ど し ごと い

⑳今度の仕事はなかなかうまく行きません。

Ⅱいじめる他動詞下一段

い もの

⑳生き物をいじめてはいけません。
あに わたし

⑫兄はいつも私をいじめます。
しょうが<せい きんじよ こ ども

⑳小学生のころ､近所の子供によくいじめられました。

⑪不杵虐待劫物。⑫奇奇姪常欺負

我。⑳小学生的吋候常挨郭居小朋

友的欺負。
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I,そく．(急ぐ)自動詞五段

おく すこ ･いそ

⑳遅れそうですから、少し急ぎましよう。
いそ き

⑮急いで来てください。
ち こく いそ い

⑳遅刻しそうだったので、急いで行きました。
し』そ しょく じ か ら だ わる

⑰急いで食事をするのは身体に悪いです。

い

⑳恐伯要退到,ﾛ自{｢]快点ﾉLpB。⑮清

逼快来。⑳因力要退到了,就急急忙

忙地赴去了。⑳急急忙忙地吃坂対

身体不好。

【注11](急ぐ〕多以〔急いで＋

動詞〕的形式,倣力劫同的修怖培使

用，用法相当干副同（例⑮～⑰)。

;~いのる(祈る)他動詞五段

てら し ごと せいこう いの

⑳お寺で仕事の成功を祈りました。
かみさま か ぞく けんこう いの

⑳神様に家族の健康を祈ります。
わたし だいがく ごうかく いの

⑳私は「大学に合格しますように」と祈りました。
ちち びょう き はや なお いの

⑳父の病気が早く治るように祈りました。

⑳在寺院祈祷了事並成功。⑳向神

祈祷家人的健康。⑳我祈祷：“但

應能考上大学”。⑪我祈祷父奈的

病能早日窪愈。

【注12】〔～を祈る〕的〔～〕処多

用〔～すること〕〔～であること〕・

如：〔成功すること／合格するこ

と／健康であること〕等名同。〔～

と祈る〕在引用祈祷的内容吋使用。

〔～に祈る〕一般表示祈祷的対象

(神或佛等)。但例⑳表示的是祈祷

的内容,此用法是〔早く治るように

と祈りました〕的〔と〕被省略了。

(要る）自動詞五段

こんげつ くるま か かれ

⑫今月は車を買うので、お金がいります。
しゅう り かね

⑬パソコンを修理するのにお金がいります。
りゆうがく かね ちよきん

⑭留学するためにお金がいるので､貯金をしています。
す

⑮これはいらないから、捨ててください。
に ほん ど じょうたつ どりよく

⑯日本語が上達するためには努力がいります。

⑫因力迭十月笑牢，需要銭。⑬修

宅脳需要銭。⑭因方留学需要銭,現

在正在描銭。⑮迭令不要了，清枅

棹。⑯学好日悟需要努力。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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いる(居る)自動詞上一段

きのう いえ

⑰昨日はずっと家にいました。
き うえ とり

⑱木の上に烏がいます。
むす こ

⑲李さんには息子がいます。
うちゅうじん ほんとう

⑩宇宙人は本当にいるかもしれません。

⑰昨天一頁在家。⑱樹上有島。⑲

老李有ﾉL子。⑳宇宙人也杵真的存

在。

■いれる(入れる)他動詞下一段⑪~⑯

はいる(入る)自動詞五段⑰~⑱
きょう か しよ い

⑨かばんに教科書を入れます。
さ とう なんぱい い

⑫コーヒーに砂糖を何杯入れますか。
くるま ちゅうしやじよう い

⑬車は駐車場に入れてあります。
むす こ たつきゆう い

⑭李さんは息子を卓球クラブに入れました。
すいよう ぴ ご ご かい ぎ よ てい い

⑮水曜日の午後に会議の予定を入れました。
き かい L西

⑯機械のスイッチを入れてください。
きようしつ はい

⑰教室に入ってください。
かき. わす まと･ へ や はい

⑱鍵を忘れたので、窓から部屋に入りました。
まど かぜ はい すず

⑲窓から風が入って、涼しいです。
わたし おお ばん はい

⑳私のかばんは大きいから、本がたくさん入ります<
とつぷう ふ め はい

⑪突風が吹いて、目にごみが入りました。
だいが〈 はい けいざいがく ぺんきょう

⑫大学に入って、経済学を勉強したいです。
わたし まいにち ふ ろ はい

⑬私は毎日お風呂に入ります。
むす こ たつきゅう はい

⑭李さんの息子は卓球クラブに入りました。
しんぶんしや そ〈ほう はい

⑮新聞社に速報が入りました。
すいよう ぴ ご ご かい ざ よ てい はい

⑯水曜日の午後に会議の予定が入っています。

⑪把教科令放送令包里。⑫往珈琲

里放几勺糖?⑬牢停在停牟場了。⑭

老李辻ﾉL子参加了兵兵球倶禾部。

⑮把会Ⅸ的預定吋同安排在星期三

下午了。⑯清打升机器的升失。⑰

清透教室。⑱因力忘了帯鋼匙圦宙

戸透的屋｡⑲風圦宙戸吹送来,根凉

快。⑳我的名包大，所以能放恨多

令。⑳突然刮起了暴風,眼晴里透灰

生了。⑫想逃大学学姪済学。⑬我

毎天都洗操。⑭老李的ﾉL子加入了

兵足球倶采部｡⑮快凧侍到了根社。

⑮星期三下午有会Ⅸ安排。⑰一透

10月就慢慢変衿了｡⑱升美升着,机

器却不劫。

【注13】例⑯的〔（～の）スイッ

チを入れる〕即“打升升美”是弓

慣悦法。迭吋不悦〔機械にスイッ

チを入れる〕・此外也用〔（～の）

スイッチをつける〕的悦法。
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がつ lユい さむ

⑰10月に入るとだんだん寒くなります。
はい き かい うご

⑱スイッチが入っているのに、機械が動きません。
：
つ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

刃

つ…･…

うえる

篭

●｡●●●●●■●●の●●●●●■●●●●●｡●●●●●●●■●●●●●●●●■●●■●｡●●●●●●●■●●●①●●●●●●●●■●｡●●●●●●●､●●●●●●●●

(植える）他動詞下一段

しょくじゅさい こうてい なえ ぎ う

①植樹祭で校庭にライラックの苗木を植えました。 ①植樹苓肘在校国栽上了紫丁香樹

苗。②河西岸栽着恨多櫻花材。かゎ りょうぎし さくら き う

②川の両岸には桜の木が植えてあります。

(伺う）他動詞五段

い けん うかが

③李さんのご意見を伺いましょう。
ちよう はなし うかが

④張さんからお話を伺いました。
せんせい らぃLゅう し けん うかが

⑤先生から来週試験があると伺いました。
せんせい うかが

⑥先生にわからないところを伺いました。

③所所老李的意見ﾛ巴。④圦老誰那

ﾉL所到了迭件事几。⑤圦老師那几

明到了下星期要考試的事情。⑥向

老師清教了不憧的地方。

【注14】〔伺う〕是〔聞く〕的廉珸，

和〔聞く〕一祥有"明"和“何”両ノト

意思。〔～を伺う〕在“明”吋和

“向”吋都可以使用。〔～と伺う〕

在引用明到的内容肘使用。〔(人）

から伺う〕在“明”肘，〔(人）に

伺う〕在“何”肘使用。男外，〔伺

う〕在使用肘多用平假名写成〔う

かがう〕。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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うかぶ (浮かぶ）自動詞五段

きし ぺ

⑦岸辺にボートが浮かんでいます。
かのじょ め なみだ う

⑧彼女の目に涙が浮かびました。
かんが 5

⑨いい考えが浮かびません。
て がみ よ はは すがた め う

⑩手紙を読むと、母の姿力劣目に浮かんできます。

⑦河辺漂浮着一只小船。⑧弛的眼

里含着泪花。⑨想不出好点子。⑩

一漠信母奈的身影就浮現在眼前。

うかる(受かる)自動詞五段

た なか わ せ だ だいがく う

⑪田中さんは早稲田大学に受かりました。

うけとる(受け取る)他動詞五段

た なか て がみ う と

⑫田中さんから手紙を受け取りました。
に もつ あず

⑬あなたあての荷物を預かっていますので、
き

に来てください。
ちようしよくけん う と

⑭フロントで朝食券を受け取ってください。

⑪田中考上了早稻田大学。

【注151(受かる〕是〔受ける〕的

可能劫同。几乎所有筋合使用的都

是〔(試験などに）合格する〕即“考

試等合格"的意思(参照【受ける】

17頁)。

⑫收到了田中寄来的信。⑬我保管

着寄姶休的末西,清来領取｡⑭清到

服努台領早餐券。

【注16】〔受け取る〕多用来表示

“末西”到了自己所在的地方。与

此相比〔受ける〕多用干“劫的速度

快的末西（球等）”或者"抽象的事

物(提向、招待等）”的坊合（参照

【受ける】17頁)。

う と

受け取り
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§うける(受ける)他動詞下一段

りょう て

⑮ゴールキーパーは両手でポールを受けました。
はつぴよう しっもん ぅ

⑯発表のあとで、みなさんの質問を受けます。
なかむら しょうたい う

⑰中村さんからパーティーの招待を受けました。
にばん ぶんか ちゅぅごく おお えいきよう う

⑱日本の文化は中国から大きな影響を受けました。
らいねん だいが〈 にゆうがく しけん う

⑲来年、大学の入学試験を受けます。

む

つ

己

⑮守n艮用双手接住了球。⑯没表

拮束后接受大家的提向。⑰接到了

中村先生的宴会遂清。⑱日本文化

受到了中国文化的恨大影哨。⑲明

年参加高考。

【注17](受かる〕和〔受ける〕不

是自助同和他劫同的美系(参照【受

かる】16頁)。〔受ける〕表示行力

以及劫作本身,〔受かる〕是表示〔受

ける〕的拮果即“合格了”的劫同。

但是，〔受ける〕也有作方自助同用

的用法如:〔その話は聴衆に多いに

受けた〕即“那十活題使明余非常感

央趣",初扱附段没有教的必要。

'うごかす(動かす)他動詞五段⑳~⑳

うごく(動く)自動詞五段⑳~⑳
つくえ まと． うご

⑳机を窓ぎわに／へ動かします。
い しゃ いた うで うご

⑳医者は「痛いかどうか、ちょっと腕を動かしてみて
い

ください」と言いました。
ちようせんせい おお ひと こころ うこ．

⑫張先生のスピーチは多くの人の心を動かしました。
お とき こと.も うご

⑳シャッターを押す時に､子供が動いてしまいました。
ね すこ うご

⑳寝ているパンダが少し動きました。
じ こ でんLや ぅご

⑳事故のため、電車が動いていません。
ふれ にし ひがし うご

⑳船が西から東へゆっくり動いて行きます。

⑳把稟子梛到宙辺。⑳医生悦“体

功一下賂脾看看痔不痔”。⑳誰老

師的併演打幼了杵多人的心。⑬按

快n吋不巧咳子劫了一下。⑳睡臣卜

着的熊猫梢微劫了一下。⑮因力没

生了事故,屯牢停止了迄行。⑳船圦

末向西慢慢地移劫。

【注18】例⑫的〔人の心を動か

す〕是弓慣用法,是〔感動させる〕

即“辻人感劫”的意思。

シリーズ③助詞の使い分け文例集
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~』うしなう(失う)他動詞五段

じ ぎよう しっぱい ざぃさん うしな

⑰事業に失敗して、すべての財産を失いました。
こうつうじ こ おっと うしな

⑳交通事故で夫を失いました。
じLん いえ しょく うしな

⑳地震で家も職も失いました。
しんよう うしな

⑳そんなことをすれば、信用を失ってしまいます。

⑳事並失敗,失去了所有的財芦｡⑳

由干交通事故失去了丈夫。⑲因方

地震,房子和工作都失去了。⑳干那

稗事情会失去信用的。

蕊うたう(歌う)他動詞五段

に ばん ご うた うた

⑳日本語の歌を歌ってください。
に ばん ご うた

⑫日本語で『さくらさくら』を歌いましょう。
たの うた

⑬みんなで楽しく歌いましよう。

⑭釉さんは茜に酔って､鶏で談を談い踏めました。

⑪清唱首日珸歌。⑫用日珸唱《さ

くらさぐら》ロ巴。⑬大家高高楽楽

地唱ﾛ巴。⑭本田喝酔了酒,大声地唱

起歌来。

Iうたがう(疑う)他動詞五段

ひと うたが

⑮人を疑うのはよくありません。
けいさっ かれ はんにん うたが

⑯警察は彼が犯人ではないかと疑っています。

⑮杯疑人不好。⑯警察杯疑他可能

是犯人。

【注19)(～を疑う〕表示杯疑的

対象（例⑮)。〔～と疑う〕在引用

所杯疑事情的内容肘使用（例⑯)。
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|うつ(打つ)他動詞五段

ころ あたま う

⑰転んで頭を打ちました。

⑱ラケットでポールを打ちます。
はしら くぎ う と けい か

⑲柱に釘を打って、時計を掛けました。
かんご ふ まいにち びょうにん ちゅうしや う

⑳看護婦が毎日、病人に注射を打ちます。
ゆうじん けっこん しゆくでん う

⑨友人に結婚の祝電を打ちました。
はや

⑫ワープロを打つのが速いですね。

－

む

つ

⑰捧倒了把共撞了｡⑱用球拍打球。

⑲往柱子上釘十fT子,把神桂上了。

⑳抄士毎天姶患者打針。⑪蛤朋友

拍了封姑婚賀宅｡⑫休打字真快咽。

【注20】例⑱〔～で打つ〕的〔で〕

表示〔打つ〕使用的工具｡例⑲､⑩

〔～に打つ〕的〔に〕表示〔打

つ〕的場所。例⑪〔～に電報を打

つ〕的〔に〕表示〔打つ〕的対方。

うつす(移す)他動詞五段⑬⑭

うつる(移る)自動詞五段⑮⑯
さむ にわ はちう お《ない うつ

⑬寒くなったので、庭の鉢植えを屋内に移しました。
となり へ や うつ

⑭隣の部屋にあるベッドをここに／へ移してください。
こくばん じ み まえ せき

⑮黒板の字がよく見えないので、前のほうの席に／へ
ぅ つ

移ります。
がつこう LゆくLや 7つ

⑯学校の宿舎からアパートに／へ移ります。

⑬因方天気変吟了,把院子里的花盆

梛到了屋里。⑭把隔壁房伺里的床

梛到迭辺来。⑮因力看不清黒板上

的字,梛到前面去坐。⑯圦学校宿舍

搬到公寓。

【注21](～に移す／移る〕和〔～

へ移す／移る〕的意思相同。〔～

に移す／移る〕更常用。

#うつす(写す)他動詞五段

きれんしやしん うつ

⑰記念写真を写します。
ともだら うつ

⑱友達のノートを写します。
せんせい か こくばん じ うつ

⑲先生が書いた黒板の字をノートに写します。

⑰照妃念相。⑱抄朋友的宅妃｡⑲把

老師写在黒板上的字抄到宅氾本上。

【注22】例⑱的〔ノートを写す〕

是“把写在本子上的内容抄写在男

一十本子上”的意思。使用夏印机

吋要用〔ノートをコピーする〕来

表迭。

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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うつる(移る）

【→うつす（移す)】

Jうなずく自動詞五段

凪んとう かえ かれ だま

⑳「本当に帰るのか」と聞くと、彼は黙ってうなずき

ました。
かれ わたし はなし さんせい

⑪彼は私の話にうなずいていたから、賛成してくれて

いるのでしょう。

⑳何他：“真的回去喝?”他獣獣地

点了一下共。⑪因力他対我悦的活

点了共，大概是賛成肥。

【注23】例⑪的〔話にうなずく〕

是比哺的表迭手法。是“明了我的

活后,他点了点共表示賛成（同感／

同意)，,的意思。

|うばう(奪う)他動詞五段

ぉとこ わたし さいふ うば に

⑫男は私の財布を奪って逃げました。
せんそう かのじょ むすこ うぱ

⑬戦争は彼女から息子を奪いました。
どうとう ｡ かね うば

⑭強盗にお金を奪われました。
じLん おお ひと ぃのち うば

⑮その地震で多くの人の命が奪われました。

⑫那十男人拾了我的銭包鞄棹了。

⑬峨争寺去了地的ル子。⑭銭被強

盗拾去了。⑮那次地震中,汗多人被

奔去了生命。

【注24】如将(AがBを奪う〕迭

一句子変成被幼句肘,有(AにBを

奪われる〕（例⑭）和(AでBが奪

われる〕（例⑮）南小形式。(Aで

Bが奪われる〕的〔で〕表示原因，

常用千形容自然爽害。
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:うまれる(生まれる)自動詞下一段

わたし ねん う

⑳私は1980年に生まれました。
わたし ぺ 曹ん ぅ

⑰私は北京で生まれました。
あれ こ とﾞも う よ てい

⑱姉に子供が生まれる予定です。
とり たまご う

⑲烏は卵から生まれます。
けっさく う

⑳傑作が生まれました。

｜・っ。”え一

⑳我是1980年出生的。⑰我是在北

京出生的｡⑱姐姐快要生咳子了｡⑲

島是卵生的。⑳蒸作誕生了。

【注25】例⑰的〔（場所）で生ま

れる〕是基本型。苓面用珸中有吋

也用〔(場所）に生まれる〕的脱法，

迭西↑悦法在意思上没有什公区別，

〔(場所）に生まれる〕是比絞老式

的悦法。

うろ(売る)他動詞五段

ともだち くるま う

⑪友達に車を売りました。
ともだち えん じ てんしや う

⑫友達に8,000円で自転車を売りました。
じ こ<ひょう えき ぱいてん う

⑬時刻表は駅の売店で売っています。

⑪把斬牢実姶朋友了。⑫以8000日

元的价格把自行牟実姶了朋友。⑬

牟姑的商店実吋刻表。

【注26】〔～で売る〕有吋表示价

格（例⑫),有吋表示場所（例⑬)。

刃

スー…………………………・

えらぶ(選ぶ)他動詞五段

●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●■●●●①●●●●■■●■●●●●●●●●■

なか ただ こた ひと えら

①この中から正しい答えを一つ選びなさい。
いいん なか いいんちょう えら

②委員の中から委員長を選びます。
ざもよう えら

③みんなは李さんを議長に選びました。
おお えら か

④大きいリンゴを選んで買います。

①叺迭里面逸一ﾉﾄ正砺答案。②圦

委員中逸委員侯。③大家都逸老李

当双任。④挑大的革果芙。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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■|える(得る)他動詞下一段

⑤実施するのは、由戦笙の許前を得てからです。
かれ じゅうよう じょうばう え

⑥彼から重要な情報を得ました。
かしゅ にほん にんき え

⑦あの歌手は日本で人気を得ました。
い けん し じ え

⑧その意見ではみんなの支持が得られないでしょう。

⑤実施要等得到田中老師的杵可以

后｡⑥圦他那ﾉL得到了重要信息｡⑦

那介歌手在日本走虹了。⑧那稗意

見恐伯得不到大家的支持。

【注27](Aを得る〕中的A用

抽象名同（如:許可／支持／情扱

等)。得到的是具体的末西肘,根据

坊合不同,分別使用〔手に入れる〕

〔買う〕〔もらう〕等同。如:〔前か

らほしかったCDをやっと手に入

れた〕即“一亘想要的CD息算弄到

手了"。

お…………………………………………………………………………

おう (追う）他動詞五段

けいさつ はんにん お

①警察が犯人を追っています。
こ ども な ははおや お

②子供は泣きながら母親のあとを追いました。
かれ つま お りゅうがく

③彼は妻のあとを追って、アメリカに留学しました。

①警察在追犯人。②咳子突着追娼

娼。③他鮭他愛人之后,也去美国留

学了。

おうふくする(往復する)自動詞サ行変格

ふれ しやんはい おおさか あいだ おうふく

④あの船は上海と大阪の間を往復しています。
いえ がつこう おうふく じ かん

⑤家から学校まで往復すると1時間かかります。

1

1

④那艘船往返干上海和大阪之同。

⑤圦家到学校往返要一十小肘。
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え，
● 寺

ろ
す
る

聖
空
包
ビ
ラ
）
字
）

お
お
お

(起きる）自動詞上一段 ⑥～⑨

(起こす）他動詞五段 ⑩～⑫

(起こる）自動詞五段 ⑬～⑰

q

お 藩

け さ じ お

⑥今朝は7時に起きました。
えきまえ こうつう じ こ ぉ

⑦駅前で交通事故が起きました。
なに こま お

⑧もし何か困ったことが起きたら、すぐに知らせてく

⑥今天早上7点起的床。⑦火牟姑

前友生了交通事故。⑧如友生了什

公困堆的事,清弓上告訴我。⑨由干

司机的疏忽左生了事故。⑩毎天早

上7点叫女几起床。⑪把倒在地上

的椅子扶起来了。⑫升了20年卒，

一次都没肇事泣。⑬在土永其左生

了地震。⑭力什公友生了暴劫?⑮摩

擦芦生静屯。⑯交通事故多因司机

一瞬同的疏忽而没生。⑰那場故争

是由干宗教何題而爆友的。

【注28】例⑨的〔不注意から〕和

〔不注意で〕在意思上几乎没有区

別。其区別只不辻在干前者表示笈

生事故的起因（引子）是由干〔不

注意〕即“疏忽",后者表示没生事

故的原因是〔不注意〕。‐〔起きる〕

和〔起こる〕在意思和在助河的用法

上几乎没有差別。例如，〔トルコで

地震が起こった〕可以悦成〔トル

コで地震が起きた〕，〔何か困った

ことが起きたら〕可以悦成〔何か

困ったことが起こったら〕・但〔起

きる〕有〔起床する〕的意思,而〔起

こる〕没有此意。

ださい。
うんてんしゆ ふちゅう い じ こ お

⑨運転手の不注意から／で事故が起きました。
まいあさ じ むすめ お

⑩毎朝7時に娘を起こします。
ゆか たお お

⑪床に倒れたいすを起こしました。
ねんうんてん こうつう じ こ お

⑫20年運転していますが､交通事故を起こしたことは
いち と．

一度もありません。
じ しん お

⑬トルコで地震が起こりました。
ぼうと'う お

⑭どうして暴動が起こったのですか。
ま さっ せいでん き お

⑮摩擦で静電気が起こります。
こうつうじ こ うんてんしゆ いつしゅん ふちゆうい お

⑯交通事故は運転手の一瞬の不注意から／で起こる
ぱ あい おお

場合が多いです。
せんそう しゆうきよう もんだい お

⑰その戦争は宗教の問題から起こりました。

iおく(置く)他動詞五段
i、，

つくえ うえ お

⑱机の上にコンピューターを置きます。
まど お

⑲窓のそばにソファーを置きます。
わたし つくえ うえ お しよろい も き

⑳私の机の上に置いてある書類を持って来てください。

⑱把屯脳放在稟子上面。⑲把沙麦

放在宙戸寿辺。⑳清把放在我菓子

上面的攪料掌来。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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|おくる(送る'“調理“
ゆうびんきよく はは こづつみ おく

⑪郵便局から母に小包を送りました。
ちゅうごく に ほん に もつ おく

⑳中国から日本に／へ荷物を送ります。

⑪圦郎局姶母奈寄了令小包。⑫圦

中国往日本寄末西。⑳往日本寄航

空包裏了。⑳用牢把朋友送到火牟

姑。⑮正在京京辻学生生活。⑳因

方留学定下来了,力了作准各毎天都

辻得忙忙録録的。

【注29】〔～に送る〕〔～へ送る〕

几乎同又。一般用〔に〕。〔～まで

送る〕在和“去的人”或者“寓升

的人”一起到某一地方肘,也就是送

行肘使用。例⑮、⑳是表示〔生活

する〕〔生活を続ける〕即“生活”

“辻日子”之意的刃慣用法。

に ばん こうくうびん こ づつみ おく

⑳日本に航空便で小包を送りました。
ともだち くるま えき おく

⑳友達を車で駅まで送ります。
とうきょう がくせいせいかつ おく

⑳東京で学生生活を送っています。
りゅうがく き じゆんぴ ぃそが まいにち

⑳留学が決まったので、準備のために忙しい毎日を
おく

送っています。

おくれる(遅れる)自動詞下一段

§
ひ こう き とうちやく おく

⑳飛行機の到着が遅れました。
じゅうたい おく ち こく

⑳渋滞でバスが遅れたので､遅刻してしまいました。
あめ ひ おお こう じ おく

⑳雨の日が多くて、工事が遅れています。
ね ぼう じゅざよう おく

⑳寝坊をして授業に遅れました。
いそ ひ こう き じ かん おく

⑪急がないと飛行機の時間に遅れます。
ち いき けいざぃ はってん おく

⑫この地域は経済の発展が遅れています。
わたし と けい ふん おく

⑬私の時計は5分ほど遅れています。

⑰~E机到迭的吋l司晩点了。⑳因堵

卒公共汽牟晩点,所以退到了。⑳因

雨天多,工程透展袈慢｡⑳因睡獺覚

上湶退到了。⑳不快点ﾉL的活,就妊

不上~上机了。⑫迭十地区的姪済麦

展落后。⑬我的表慢了5分左右。
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||おこす(起こす）
, ；

｜【→おきる（起きる)】

=おこなう(行う)他動詞五段

_二二

がくれんまつ し けん おこな

⑭学年末には試験を行います。
い いんかい とうるん おこな い けん き

⑮委員会は討論を行って､みんなの意見を聞きました。
こ とし せんきよせい とﾞ かいかく おこな

⑯今年は選挙制度の改革が行われます。

お

ヨ

⑭期末遊行考試。⑮委員会坦鋲付

吃,明了大家的意見。⑯今年将近行

逸挙制度的改革。

【注30】〔行う〕用干正式坊合。

日常会活中用〔する〕。

蕊“

おこる(起こる）

:;【→おきる（起きる)】
； ，

おこる(怒る)自動詞五段

かれ はなし き おこ

⑰彼はその話を聞いて怒りました。
かのじよ かれ つめ たい ど おこ

⑱彼女は彼の冷たい態度に怒りました。
かれ わたし やくそく まも おこ

⑲彼は私が約束を守らなかったことで／に怒っています。

⑰他所了那些活后,没火了。⑱弛対

他衿淡的志度生気了。⑲他因力我

没守釣正在没火。⑩在教室里砂嗣

被老師批坪了。

【注31】〔～で怒る〕〔～に怒

る〕的（で〕〔に〕都表示生気的

理由以及原因。汪可以用〔～こと

で／ことに怒る〕（～ので怒る〕

的形式対生気的理由以及原因透行

具体悦明。

せんせい おこ

先生に怒られた。
－

きょうしっ さわ

⑩教室で騒いでいたら、

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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おさめる(収める)他動詞下一段

§
はつくつ こう こ しりょう はくぶつかん おさ

⑪発掘した考古資料を博物館に収める。
かれ せいこう おさ

⑫彼はみごとに成功を収めました。

⑪把柁掘出来的文物收藏在博物棺

里。⑫他出色地取得了成功。

【注32】例⑫的〔成功を収める〕

是可慣悦法。与〔成功する〕的意

思基本相同。

|おしえる (教える）他動詞下一段

ロ
やま だ じゆうしよ おし

⑬山田さんに李さんの住所を教えました。
こうこう に ほん ご おし

⑭高校で日本語を教えています。
こうこうせい に ほん ご おし

⑮高校生に日本語を教えています。
こうこうせい おし

⑯高校生を教えています。
ちち わたし ともだち たいせつ おし

⑰父は私に友達を大切にしなければいけないと教えま

した。

⑬我把小李的住趾告i斥了山田。⑭

在高中教日珸｡⑮在教高中生日塔。

⑯在教高中生。⑰父宗教早我：一

定要珍重朋友。

【注33】例⑮的〔(学生）に（教科）

を教える〕是基本型省略〔教科〕

的部分肘,也可以用〔(学生)を教え

る〕的悦法(例⑯)。〔～と教える〕

用来亘接引用所教的内容（例⑰)。

ぎおす(押す)他動詞五段
“i

’
ひ じよう さい お

⑱非常の際にはこのボタンを押してください。
曾扉ぅご精お

⑲このボタンを押すと、機械が動き出します。
だれ うし わたし せ なか お

⑳誰かが後ろから私の背中を押しました。
いん お

⑪ここに印を押してください。

⑱緊急吋清按迭乍按紐。⑲按一下

迭ノト按紐,机器就迄結。⑳不知堆圦

后面推了我一下｡③清在弦里蓋章。
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Iおそれる……
どうぶつ ひ おそ

⑫動物は火を恐れます。
しっぱい おそ

⑬失敗することを恐れてはいけません。

1鱒鬮 罵

－

⑫劫物倶伯火｡⑬伯失敗是不行的。

【注34】〔恐れる〕在日常会活中

不多用。日常会活中一般用〔こわ

がる〕。

えき かいだん お

⑭駅の階段から落ちてけがをしました。 ⑭圦牟姑的台研捧下来,受了傍。⑮

上星期没生了~K机棹到海里的事故。

⑳用肥皇洗也洗不棹珈琲演。⑳面

拭不合格,没考上。⑱用竿子把柿子

打下来了。⑲和朋友嗣着玩把帽子

棹送水池里了。⑳好像是在学校弄

芸了銭包。

せんしゅう ひ こう き うみ お じ こ

⑮先週､飛行機が海に落ちるという事故がありました。
せつ あら お

⑯石けんで洗っても、コーヒーのしみが落ちません。
めんせつ し けん お にゅうがく

⑰面接試験に落ちて、入学できませんでした。
かき み お

⑳さおで柿の実を落としました。
ともだち ぼう し いけ ぉ

⑲友達とふざけていて、帽子を池に落としてしまいま

した。
がつこう さい ふ お

⑳学校で財布を落としたようです。

おどる (踊る）自動詞五段

かのじょ おど

③パーティーで彼女と踊りました。
おど

⑫ワルツを踊ります。

⑪在宴会上和地跳舞了。⑫跳隼永

弦。

里

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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おどろく(驚く)自動詞五段

おお おと おどる

⑬いきなり大きな音がしたので驚きました。
いし い とつぜん けっこん おどる

⑭石井さんの突然の結婚に驚いています。
かみなり おお おと おと･ろ

⑮雷の大きな音に驚きました。
かれ に ほん ご じょう ず おと,ろ

⑯彼の日本語が上手なのに驚きました。

⑬突然一声巨哨,圷了一跳・⑭対石

井的突然詰婚感到吃椋。⑮被巨大

的雷声圷了一跳。⑯対他日珸水平

之高吃了一椋。

(覚える）他動詞下一段

さいしょ ひら が な おぼ

⑰最初に平仮名を覚えてください。
しょうが〈せい おぼ

⑱小学生のころのことをまだよく覚えています。
.い ぜん ひと あ おぼ

⑲以前あの人に会ったのを覚えています。

⑰清先妃住平假名。⑱通清楚地氾

得小学生吋候的事情。⑲氾得以前

児泣那十人。

おもいだす (思い出す）他動詞五段

かのじょ な まえ おも だ

⑩彼女の名前を思い出しました。
わす や〈そく おも だ

⑪忘れていた約束を思い出しました。
はは か もの たの おも だ

⑫母に買い物を頼まれていたのを思い出しました。
ひと だれ おも だ

⑬あの人が誰だか、やっと思い出しました。

⑩想起了弛的名字。⑪想起了已姪

忘氾了的釣定。⑫想起了娼娼辻我

芙末西的事情。⑬典干想起了那十

人是堆。

I
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－

lおもう(思う)他動詞五段
I， 1

1 1

じ しよ おも

⑭これはとてもいい辞書だと思います。
わたし に ほん りゅうがく おも

⑮私は日本に留学したいと思っています。
こぎよう おも き も だれ

⑯故郷を思う気持ちは誰にでもあります。

お

⑭我覚得迭是一本非常好的辞典。

⑮我正在考虐去日本留学。⑯堆都

有思念故多的心情。

【注35】〔～と思う〕的〔と〕表

示所想的内容（例⑭、⑮)。〔～を

思う〕的〔を〕表示想念的対象。尤

其使用干対咳対象杯有"令人杯念”

“喜吹”等感情吋(例⑯)。

(泳ぐ）自動詞五段

なつ およ

⑰夏はよくプールで泳ぎます。
かわ およ わた

⑱川を泳いで渡りました。

⑰夏天常在瀞泳池瀞泳。⑱瀞辻河

去。 ．

【注36】〔～で泳ぐ、〕〔～を泳ぐ､〕

都表示場所｡但是，〔～で泳ぐ奪〕用

来表示力了瀞泳而去的有水的場所。

（～を泳ぐ〕与〔歩道を歩く〕的

〔を〕一祥,表示通辻的場所。

I
(降りる．下りる）自動詞上一段‘⑲～⑳

（降ろす．下ろす）他動詞五段 ⑰～⑭

てんあんもん まえ くるま お

⑲天安門の前で車を降ります。
ひと お

⑳たくさんの人がバスから降りました。
こくさいせん りょかく き かつそう ろ お

⑪国際線の旅客機が滑走路に降りてきました。
とり む こ じよう お

⑫烏の群れが湖上に降りてきました。
扉だん －

⑬ゆっくり階段をおりてください。
かい

⑭エレベーターで1階までおります。
おくじよう まく

⑮屋上からたれ幕がするするとおりてきました。

⑲在天安｢]前下卒。⑳杵多人圦公

共汽牟上下来了。⑳国除銭的客机

降落到鉋道上了。⑫島群落到了湖

面上。⑳清慢点几下台防。⑭坐屯

梯下到一楼。⑮垂幕圦房頭上垂了

下来。⑯施工杵可典干批下来了。

⑰現在正在辻乘客下~&机。⑳在天

安、前面漬辻我下卒。⑲船員拉着

乘客的手把乘客一/トー令地扶到桟

析上。⑳清把挙起来的手放下。⑪

把鋼材圦乍牟卸到路上。⑫清把末

西圦牢上卸下来。⑳9点肘放下商

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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こう じ きょ か

⑳やっと工事の許可がおりました。
いま ひ こう き じょうきやく お

⑰今、飛行機から乗客を降ろしています。
てんあんもん まえ お

⑳天安門の前で降ろしてください。
せんいん じようきゃ〈 て ひと り ふね ざんぱし

⑳船員が乗客の手をとって、一人ずつ船から桟橋に
お

降ろしています。
うえ あ て

⑳上に挙げている手をおろしてください。
てつざぃ どう ろ

⑪トラックから鉄材を道路におろします。
に もつ くるま

⑫荷物を車からおろしてください。
じ みせ

⑬9時に店のシャッターをおろします。
ぎんこう い かね

⑭銀行に行って、お金をおろします。

店的百叶宙。⑭到根行去取銭。

【注37】〔～をおりる〕是基本型。

但是，有如〔車を降りる〕即表示

〔離れる〕之意的用法和如〔階段を

おりる〕即表示〔通過する〕之意的

用法。想彊凋或限定〔降りる〕之

前的場所吋用〔～からおりる〕。

〔～におりる〕表示〔降りる〕之后

的場所。想彊凋或限定〔降りる〕

之后的坊所吋用〔～までおりる〕･

例⑳的〔許可がおりる〕是刃慣悦法

意思是〔許可が出る〕〔許可され

る〕・表示〔通過する〕的意思肘用

沢字写成〔下りる)｡(AからBをC

におろす〕（例⑪）的A表示‘‘卸／

辻下”前的場所,B表示“卸／吐

下”的対象,C表示“卸／辻下”后

的場所。

壷おる(折る)他動詞五段⑮~⑳

おれる(折れる)自動詞下一段⑲~⑫
か えだ お び

⑮枯れ枝を折ってたき火をしました。
あし ほれ お

⑯スキーで足の骨を折りました。
て がみ みつ お ふうとう い

⑰手紙を三つに折って封筒に入れます。
かみ つる お

⑱紙で鶴を折ることができますか。
たいふう き お

⑲台風で木が折れました。
えんぴつ しん お

⑪鉛筆の芯が折れました。
からてせんし．－l,ちげききいたまぶた お

⑳空手選手の一撃で木の板が真っ二つに折れました。
あし ほれ お あんしん

⑩足の骨は折れていませんから、安心してください。

⑮折断枯樹枝,点起了篝火｡⑯滑雪

吋折断了腿骨。⑳把信畳成三折装

送信封。⑱会用紙畳舐鶴喝?⑲台風

吹断了樹木。⑪袷宅芯断了。⑩姪

空手道臥員的一宙，木板断成了南

決。⑩腿没有骨折,清放心。

【注38】例⑰的〔～に折る〕和例

⑪的〔～に折れる〕表示“弄折／

折断”后的状恋,只有用千畳舐吋的

〔～を折る〕表示畳后的状志（例

⑳)。
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§おろす(降ろす 下ろす）
【→おりる（降りる．下りる)】

おわる(終わる)自動詞五段

じゅざよう お

⑳授業が終わりました。
し ごと ご ご じ お

⑱仕事は午後5時に終わります。
きょう じゆざ上う お

⑯今日の授業はこれで終わります。

お

⑯湶上完了｡⑩工作下午5点姑束。

⑯今天的湶就上到迭ﾉLo

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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･く・けきか° ･こか行

か…………………………………………………………………………

かう(買う)他動詞五段

ともだち まんえん くるま か

①友達から50万円で車を買います。
いち ぱ に〈 か

②市場で肉を買います。
こ ども みやげ にんざよう か

③子供のお土産に人形を買いました。
しやんはい か

④上海にマンションを買いました。

①花50万日元圦朋友那ﾉL要牟。②

在市堀芙肉。③姶該子英的礼物是

玩偶。④在上海芙了公寓。

【注39】〔(場所)で～を買う〕的

〔で〕表示要末西的場所,即小実店、

市場、超市、百貨商店等（例②)。

〔(場所）に～を買う〕的〔に〕表

示所要的末西存在的場所以及侯期

存放所要的末西的溺所。例④表示

〔上海にあるマンションを買う〕即

“要了上海的公寓”的意思。〔寝

室にベッドを買う〕是“英放在寝

室的床”的意思｡所以,能放入〔(場

所）に～を買う〕的〔～〕処的同局

限千土地、公寓、住宅等房地芦及

家具等任吋|司放置的事物。

■侭かえす(返す)他動詞五段

ほん と しょかん かえ

⑤本を図書館に返します。
か かさ やま だ かえ

⑥借りた傘を山田さんに返しました。

⑤把苓迩姶圏令棺。⑥把借的傘迩

姶了山田。
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|かえる(帰る)自動詞五段

じ いえ かえ

⑦5時に家に／へ帰ります。 ⑦5点神回家。⑧明天乘~K机回大

連｡⑨因方下了雨,圦火牟姑到家是

坐出租牢回去的。⑩他圦日本回来

后,打算拮婚。⑪琶琶散歩回来了。

【注40】〔～に帰る〕〔～へ帰る〕

意思基本相同(例⑦)｡一般用〔に〕。

〔～から～まで帰る〕是把区|旬明

砺表示出来的悦法（例⑨)。〔～か

ら帰る〕表示回来以前的所在場所

及所倣的事（例⑩、⑪)。

あした ひこうき 麓いれん かえ

⑧明日、飛行機で大連に帰ります。
あめ ふ えき いえ かえ

⑨雨が降っていたので､駅から家までタクシーで帰り

ました。
かれ に ほん かえ けっこん

⑩彼が日本から帰ったら、結婚するつもりです。

か

ちち ざんぽ かえ き

⑪父が散歩から帰って来ました。

iかえる(変える.替える)他動詞下一段⑫~⑮

かわる(変わる.替わる)自動詞五段⑯~⑲
ひこう き くうせき しゅっばつ ぴ か

⑫飛行機の空席がなかったので､出発日を変えました。
かいざ よてぃ げっようび すいようぴ か

⑬会議の予定を月曜日から水曜日に変えました。
いえ かえ ふく し ごと ぎ

⑭家に帰ると､服を仕事着からふだん書に含えます。
ざんこう にばんえん ちゆうごくげん か

⑮銀行で日本円を中国元に替えました。
けいか〈 か

⑯計画が変わりました。
かいざ よてい げっようぴ すいようぴ か

⑰会議の予定が月曜日から水曜日に変わりました。
しんがつ き せき か

⑱新学期になって、席が替わりました。
しよちよう り ちん

⑲所長が李さんから陳さんに替わりました。

⑫因カ~K机没有空位,改変了出没日

期。⑬把会iX的茄定日期圦星期一

改到了星期三・⑭一到家就把工作

装換成便装。⑮在根行把日元換成

了人民市。⑯汁戈'1改変了。⑰会映

的菰定日期圦星期一改到了星期三・

⑱逃入新学期座位改変了。⑲所伝

由原来的老李換成了老除。

【注41](AをBからCにかえ

る〕是基本型（例⑬、⑭)，省略A

也能把意思表迭明砺肘常悦成(B

をCにかえる〕・例⑮是符〔お金を

日本円から中国元に替えた〕中的

〔お金を〕省略了,悦成了〔日本円

を〕。

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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かがやく(輝く)自動詞五段

よ ぞら ほし かがや

⑳夜空に星が輝いています。
あさ ひ かいめん かがや

⑳朝日に海面が輝いています。

⑳屋星存夜空里阿耀着。⑪海面在

朝限照耀下阿阿没光。

【注42】例⑳中的〔に〕表示星星

|刃耀的坊所。和〔岸辺にポートが

浮かんでいます〕的用法相同(参照

【浮かぶ】16頁)｡例⑳中的〔に〕

表示海面阿耀的原因,是多少帯有文

学色彩的描写方式。

かかる(掛かる)自動詞五段⑫~⑳

かける(掛ける)他動詞下一段⑳~⑫
かぺ え か

⑳壁に絵が掛かっています。
いえ がつこう ぷん

⑳家から学校までバスで30分かかります。
けっこんしき まんえん

⑭結婚式に300万円かかりました。
ち か がい けいたいでん わ

⑳地下街では携帯電話がかかりにくいです。
はは めがね

⑳母は眼鏡をかけています。
かぺ え か

⑰壁に絵を掛けます。
かぺ え か

⑳壁に絵が掛けてあります。
－ －

けっこんしき まんえん

⑳結婚式に300万円かけました。
さんちよう じかん ある

⑳山頂まで3時間かけて歩きました。
ともだち でん わ

⑪友達に電話をかけます。
おや しんぱい

⑫親に心配をかけてはいけません。

⑳塙上桂着画ﾉLo⑬圦家到学校坐

公共汽牟要花30分神。⑳詰婚典礼

花了300万日元。⑮在地下街手机

恨堆打通。⑳母奈戴着眼鏡。⑰把

画ﾉL桂在塙上｡⑳塙上桂着画ﾉLo⑳

花了300万日元力､的結婚典礼。⑳

花了3十小吋走到山硬。⑪蛤朋友

打屯活。⑫不厘咳辻父母担心。

【注43】〔かかる〕〔かける〕有

几稗意思。〔 AにBがかかる)(A

にBをかける〕是基本型｡但是,在

B処加入吋同或金額吋,（が〕〔を〕

分別可以省略（例⑳､⑭､⑳､⑳)。
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かぎる (限る）他動詞五段

にゆうじょうしや が〈せい かぎ

⑬入場者を学生に限ります。
しゅ〈だい ていしゆつきげん きんようび かぎ

⑭宿題の提出期限を金曜日までに限ります。
こんかい かぎ ゆろ

⑮今回に限って許します。
せいかい ひと かぎ

⑯正解は一つとは限りません。

⑬入場人員仮限干学生。⑭交作並

的期限方星期五・⑮只准杵迭一次。

⑯正碗答案不限一十。

【注44】〔～とは限らない〕表示

〔そうではない場合もある〕即“也

有不是～的情況”的意思。例⑯的

意思是正碗答案有可能不止一十。

か

－

§かく(書く)他動詞五段

じ か

⑰字を書きます。
じぶん きょうかしよ なまえ か

⑱自分の教科書に名前を書いてください。
きょう じゅぎよう さく蕊ん か

⑲今日の授業で作文を書きました。
えんぴつ ひら が な か

⑩鉛筆でノートに平仮名を書きます。
こくばん Lけん にってぃ か

⑪黒板に試験の日程が書いてあります。
にほん ともだち にほんご てがみ か

⑫日本の友達に日本語で手紙を書きます。
ちち てがみ しゅんせつ いえ かえ 力

⑬父への手紙に｢春節に家へ帰ります，と≦

⑰写字。⑱清在自己的湶本上写上

名字。⑲今天上媒吋写作文了。⑩

用袷宅在宅氾本上写平假名。⑰黒

板上写着考試日程。⑫用日悟姶日

本朋友写信。⑬在寄姶父奈的信里

写了“春枯吋回家”。

へ帰ります」と書きました。

緬|かくれる(隠れる)自動詞下一段

⑭頁が堂に隠れました。

⑮醤に隠れて篭ぴに行きます。

⑭月亮藏到了云里。⑮背着娼娼出

去玩ﾉL･

【注45】例⑭是〔(物／場所）の後

ろに隠れる〕即“藏在末西／場所

后面”的意思。〔（～）に隠れて～

する〕（例⑮)是“背着（～）干坏

事／干不皮咳倣的事，，的弓慣脱法。

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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かける (掛ける）

【→かかる（掛かる)】

かける(駆ける)自動詞下一段

う室 そうげん か

⑯馬が草原を駆けています。
あめ ふ だ えき か かえ き

⑰雨が降り出したので､駅から駆けて帰って来ました。

⑯島奔弛在草原上。⑰因力下雨了，

圦牟姑鉋着回来的。

【注46】現在几乎不用〔駆ける〕，

取而代之使用的是〔走る〕・例⑰多

悦成〔駅から走って帰って来まし

た〕即“圦牟姑鉋回来了"･但〔駆

けつける〕〔駆け出す〕即〔駆け込

む〕等夏合劫同依然常用。

~かける(欠ける)自動詞下一段

か

⑱コップのふちが欠けてしまいました。
せんし中 ひとり か

⑲チームから選手が1人欠けました。
じようしき か

⑳あの人は常識に欠けています。
かれ こうどう せいじつ か

⑪彼の行動には誠実さが欠けています。

⑱茶杯口鋏了一決ル。⑲体育臥里

少了一名臥員｡⑳那十人常枳欠訣。

⑳他的行劫鉄乏城意。

【注471(Aに欠ける)(例⑳)的

A姓加入人或事物的性辰、性格、

能力，如：〔忍耐力〕〔決断力〕〔集

中力〕等。常用干責唯人肘。

●
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jかこむ(囲む)他動詞五段

§
せんせい かこ かぃ

⑫先生を囲んでクラス会をします。
しょうがつ か ぞく かこ た

⑬正月は家族でテーブルを囲んでごちそうを食べます。
ただ こた ぼんごう まる かこ

⑭正しい答えの番号を丸で囲みなさい。

『

⑫囿着老師升班会。⑬正月里和家

人一起閨着稟子吃美味。⑭清在正

碗答案的序号上画圏ﾉL・

【注48】（(人）を囲む〕（例⑫）

是以咳人力中心而挙行集会或宴会

的意思。例⑳的〔家族でテーブル

を囲む〕是〔家族そろって食事を

する〕即“和家人一起吃団圓坂.，

的刃慣悦法。

甲

か

蕊かさねる(重ねる)他動詞下一段

ほん つくえ うえ かさ

⑮本を机の上に重ねます。
さむ まいかさ き

⑳寒いので、セーターを2枚重ねて着ています。
なん ど しっぱい かさ せいこう

⑰何度も失敗を重ねて、やっと成功しました。

三かざる(飾る)他動詞五段

へ や はな かざ

⑱部屋に花を飾ります。
しゅんせつ ふぐ じ げんかん かざ

⑲春節には「福」の字を玄関のドアに飾ります。
はな かざ

⑳テーブルに花が飾ってあります。
しんにゅうせい むね はな かざ

⑪新入生は胸に花を飾っています。
ヘ や はな かざ

⑫部屋を花で飾ります。
ちゅうごく がつこう こっけいせつ こうてい はな かざ

⑬中国の学校では、国慶節に校庭を花で飾ります。

ｒ

⑮把令擦在菓子上。⑳因方衿,穿看

面件毛衣｡⑰多次失敗之后,‘怠算成

功了。

⑱在房同里撰上花。⑲春枯吋在、

上貼上“福”字｡⑳稟子上放着花。

⑳新生的胸前戴着花。⑫用花装怖

房|司・⑬在中国的学校,国庚枯吋用

花装怖校園。

【注49】例⑱的〔部屋に花を飾

る〕是使“房I旬，，迭一場所里存在

“花",就是悦想要表現的是“撰放

花"･例⑫的〔部屋を花で飾る〕表現

的是将“房同”迭一坊所用“花”

迭稗方法、手段来装姉。也就是悦，

前一十句子主要考慮的是“花",而

后一十句子主要考慮的是“房同"。

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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かす(貸す)他動詞五段

おとうと か

⑭弟にカメラを貸しました。
はは つき まんえん へ や か

⑮母は月5万円で部屋を貸しています。
ともだち けんきゅう ちから か

⑯友達の研究に力を貸します。

一かたづける(片つける)他動詞下一段

へ や かた

⑰部屋を片づけなさい。
つくえ うえ ほん ほんだな かた

⑱机の上の本を本棚に片づけました。
ゆうしよくまえ しゆくだい かた

⑲夕食前に宿題を片づけてしまいます。

かつ(勝つ)自動詞五段

§
たつきゅう し あい り た なか か

⑩卓球の試合で、李さんが田中さんに勝ちました。
すうがく し けん かれ か

⑪数学の試験で彼に勝ちました。
ちゅうごく し あい か

⑫中国チームがサッカーの試合に勝ちました。

⑭照相机借姶弟弟了。⑮母奈以毎

月5万日元的价格出租房子。⑮方

朋友的研究助一臂之力。

【注50](AでBを貸す)(例⑮）

的A処使用有美“金銭”的同珸,如

〔5万円〕〔利率5％〕等。

⑰把屋子整理一下。⑱整理巣子上

的苓・井放到名架上了。⑲晩坂之

前把作並倣完。

【注51】例⑲的〔宿題を片づけ

る〕是"把作並倣完”的意思。日常

会活中常用。

⑳兵兵球比奏中,小李嵐了田中｡⑪

数学考試考得比他好。⑫中国臥嵐

了足球比審。

【注52】明示所嵐的対手吋悦〔(試

合／試験など)で(相手)に勝つ〕。

但是,没必要悦出対手吋可以悦〔(試

合／試験など)に勝つ〕（例⑫)。

I
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がっかりする自動詞サ行変格

かれ し けん お

⑬彼は試験に落ちてがっかりしていました。
し あいちゅう し L

⑭試合中止の知らせにがっかりしました。

かぶる他動詞五段

なっ ひ ざ つよ ぼう し

⑮夏は日差しが強いから、帽子をかぶります。
あっ ひ ふ ろ ば あたま みず あせ なが

⑯暑い日は､風呂場で頭から水をかぶって汗を流します。
おとうと あたま れ

⑰弟は頭からふとんをかぶって寝ています。

#かまう(鱗う'自動詞準慰-"他動詞極‘
かれ ふくそう ･ひと

⑱彼は服装にかまわない人です。
す

⑲たばこを吸ってもかまいませんか。
わたし

⑳私はどちらでもかまいません。
いそが こ と'も じ かん

⑪忙しくて子供をかまう時間がありません。

⑬他考試失敗,灰心喪気的。⑭斫到

比審中止的通知根失望。

か

⑮因力夏天日照強烈,所以戴帽子。

⑯熱天就在洗操同里圦尖頭波水沖

洗汗水。⑰弟弟把被子蒙在共上在

睡覚。

(構う）自動詞五段⑱～⑳／他動詞五段 ⑪

⑱他是/卜不洪究穿戴的人。⑲可以

吸烟喝？⑳郁十逸拝対我来悦都没

何題。⑳忙得元暇照顧咳子。

【注53】例⑱用的〔かまう〕是

“併究／在乎”的意思。例⑲是征

求杵可吋，例⑳是表示同意吋的可

慣悦法。現在，向対方征求許可以

及表示同意、准杵対方的清求吋常

用〔かまう〕。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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がまんする(我慢する)他動詞サ行変格

いた が まん

⑫のどが痛いので、たばこを我慢します。
し ごと さけ の が まん

⑬仕事があるので、お酒を飲むのを我慢します。
ちや みず が まん

⑭お茶がないので、水で我慢します。
いた が まん くすり の

⑮痛ければ､我慢していないで薬を飲んだほうがいい

⑫因力喚子痔,忍着不抽烟。⑳因方

有工作忍着不喝酒。⑭因力没有茶，

対付着喝白水｡⑮如果痒的活,別忍

着，最好吃点ﾉL蒟・

【注54](Aを我慢する)(例⑫、

⑬）表示的是“突豚想倣A但忍着

不倣A"的意思。(Aで我慢する〕

(例⑭）表迭的是“突除想倣的是A

以外的事”的心情。

ですよ。

lかむ他動詞五段

いぬ こ ども

⑳犬が子供をかみました。
いぬ あし

⑰犬に足をかまれました。
はん た

⑳ご飯はよくかんで食べましよう。
〈すり の こ

⑳この薬はかまないで飲み込んでください。

⑳狗咬了該子。⑰腿被狗咬了。⑳

坂好好鳴着吃。⑲迭蒟清別噛就那

公咽下去。

(通う）自動詞五段

いもうと しようがっこう かよ

⑳妹は小学校に／へ通っています。 ⑳妹妹在上小学。⑪因方骨折上了

一十月医院。⑳騎自行牢上班。⑳

圦成田机場到京京牢姑通公共汽牟。

【注55】〔に通う〕〔へ通う〕意

思基本相同（例⑳)。一般用〔に〕・

例⑱的〔～から～まで〕用干把咳区

同透行限定悦明的場合。

こつせつ げつかんびょういん かよ

⑪骨折をして、1ヵ月間病院に通いました。
じ てんLや かいしや かよ

⑫自転車で会社に通います。
なりたくうこう とうきょうえき

⑬成田空港から東京駅までﾊｽが鎧っています。
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§かりる(借りる)他動詞上一段

ともだち ほん か

⑭友達に本を借りました。
ぎんこう かね か いえ か

⑮銀行からお金を借りて家を買いました。
ともだち ちから か ろんぶん かんせい

⑳友達の力を借りて論文を完成させました。

かれる(枯れる)自動詞下一段

はな か

⑰花が枯れてしまいました。
みずぶそく はたけ さくもつ か

⑱水不足で畑の作物が枯れてしまいました。
か えだ き お

⑲枯れた枝を切り落としましょう。

かわく(乾く)自動詞五段

てん き ひ せんたくもの かわ

⑩天気のいい日は洗濯物がよく乾きます。
くう き かわ ひ もと ちゅう い

⑰空気力乾いていますから､火の元に注意し
かわ なに の もの

⑩のどが乾いたので、何か飲み物をくださ

かわる(変わる．替わる）

【→かえる（変える．替える)】

『

⑭向朋友借苓了。⑮圦根行貸款芙

了房子。⑮托借朋友的帯助完成了

陀文。

【注56】〔～に借りる〕〔～から

借りる〕意思基本相同。

か

⑰花枯萎了。⑱因力鉄水,地里的作

物都枯萎了。⑲把枯樹枝剪棹ﾛ巴。

⑪好天吋洗的末西容易干。⑬因方

空気干燥,清注意火源｡⑫喋子友干，

清姶我一点喝的末西。⑳空気力乾いていますから､火の元に注意しましょう。
かわ なに の もの

⑩のどが乾いたので、何か飲み物をください。

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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かんがえる(考える)他動詞下一段

すうがく もんだぃ かんが

⑯数学の問題を考えているのですが、どうしても解け ⑱正在想数学方面的順l題,可是悠公

也解答不出来。⑱他不考慮別人方

便与否。⑮想了想有元好方法。⑯

正在考慮要去日本留学。

【注57】〔～と考える〕的〔と〕

表示考慮的内容（例⑮、⑮)。

ません。
かれ た にん つ ごう かんが

⑫彼は他人の都合を考えません。
ほうほう かんが

⑯いい方法がないかと考えました。
に ばん りゅうがく かんが

⑯日本へ留学しようと考えています。

かんじる(感じる)他動詞上一段

いた かん

⑩おなかに痛みを感じます。
し ごと せきにん かん

⑯仕事に責任を感じます。
いう場､一参ぁ八一かん

⑲将来に不安を感じています。
はじ はな とき かれ しんゆう

⑳初めて話した時から、彼とは親友になれそ うだと
かん

感じました。

⑱感覚肚子痔。⑱対工作感到有責

任。⑲対将来感到不安。⑩第一次

和他淡活吋,就覚得能成力好朋友。

【注58】〔～と感じる〕的〔と〕

表示引用（例⑩)。

がんばる(頑張る)自動詞五段

かれ こ ども きよういく がん ぱ

⑩彼は子供たちの教育に頑張っています。
よ せぃせき がん ぱ

⑩良い成績がとれるように頑張ってください。
がん ば からだ こわ

⑯あんまり頑張りすぎると、体を壊します。
かのじょ し ごと せいこう がん ぱ

⑭彼女は仕事を成功させようと頑張っています。

⑩他在方几童教育努力工作。⑩力

了取得好成鯛加油肥。⑯辻分努力

会摘跨身体。⑭力了使工作取得成

功弛在努力併榑。

【注59】例⑲是〔仕事を成功さ

せようとして頑張っている）的省

略型。使用的是〔～う／よう（劫

同的意向形）と頑張る〕句型。例
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⑩〔良い成績がとれるように頑

張っている〕的〔よう〕不是意向

形（〔とる〕的意向形是〔とろ

う〕)。迭稗場合的〔～よう（に）〕

表示〔頑張る〕的目杯。

－ー

か
●

き き● ●｡ ●● ● ●｡ ｡● ●● ● ●● ●● ●● ●● ●● ● ■● ■●●●● ■● ●● ●● ● ● ■● ●● ● ■ ■● ● ■● ● ■ ●● ● ､● ●● ● ●● ●● ●● ● ●● ●● ● ● ● ● ● ｡ ● ● ●｡ ● ● ●

(消える）自動詞下一段 ①～⑥

でん き き くら

①電気が消えて暗くなりました。
とL丁 すず 護ら みど，書

②都市化が進み、町から緑が消えました。
ひ 二う き くも なか

③飛行機が雲の中に／へ消えました。
いや にお き

④嫌な匂いがなかなか消えません。
い しゃ はなし き ふ あん き

⑤医者の話を聞いて、不安が消えました。
はる ゆき き

⑥春になって、雪はすっかり消えました。
け ま ちが じ け

⑦消しゴムで間違えた字を消します。
しよう か き ひ け

⑧消火器で火を消しました。
でん き け

⑨電気を消してください。
け

⑩テレビを消してください。
あたた け

⑪暖かいから、ストーブを消しましょう。

①屯灯煽天,変暗了。②随着城市化

的推逃緑色圦城里消失了｡③屯机

消失在云居中。④付灰的臭味堆以

去棹。⑤斫了医生的活之后,不安消

失了。⑥春天到了，雪全融化了。

⑦用橡皮把写措的字擦棹。⑧用天

火器把火朴天了。⑨清把灯美棹。

⑩清美棹屯視｡⑪屋子暖和,把鈩子

共棹ﾛ巴。

~きく(利く･効く)自動詞五段

とし からだ

⑫年をとって、体がきかなくなりました。
いぬ はな

⑬犬は鼻がよくききます。
き そく きび じ ゆう

⑭規則が厳しくて、自由がききません。

⑫上了年妃,身体不明使喚了。⑬狗

鼻子昊。⑭規則評,没有自由。⑮迭

菊対治腹痛特別有效。

【注60](利く〕是充分麦拝作用，

机能起作用〔～ができる〕的意思

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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くすり ふくつう

⑮この薬は腹痛によ
き

く効きます。 一般用平假名苓写(例⑫～⑭)。〔効

く〕是〔～に対して効果がある〕即

“対～有效”的意思。

|~きく(聞く)他動詞五段⑯~⑲

Iきこえろ(聞こえる)自動詞下一段⑳⑪
せんせい はなし

⑯先生の話をちやんと聞きましょう。
き

⑰ラジオでニュースを聞きます。
ちょう じゅうしよ き

⑱張さんに李さんの住所を聞きました。
に臆ん 丁 き

⑲日本へ行くと聞きました。
わたし こえ き

⑳私の声が聞こえますか。
とな') へ や おんがく き

⑪隣の部屋から音楽が聞こえてきます。

⑯好好地所老師的活。⑰用收音机

明新同。⑱向老誰打明了小李的住

祉。⑲明悦了去日本的事情。⑳能

所見我的声音喝?⑳能明児隔壁房|司

侍来的音采声。

【注61](～と聞く〕的〔と〕表

示引用（例⑲)。

■管づく(気づく)自動詞五段

し けん お ま ちが き

⑫試験が終わったあとで、間違いに気づきました。
わす もの き

⑳忘れ物をしたことに気づきました。
ゆうじん き

⑳友人がそばにいるのに気づきませんでした。

,きまる(決まる)自動詞五段⑮~⑳

きめる(決める)他動詞下一段⑳~⑫
しん き かく かい ぎ き

⑳新企画が会議で決まりました。
あたら と しよかん た

⑳新しい図書館を建てることに決まりました。
じ き い いんちよう おう

⑰次期委員長は王さんに決まりました。

⑳考完拭之后オ麦現了惜浸｡⑳友現

忘了末西了。⑳没注意到朋友就姑

在身辺。

⑳新汁戈I在会Ⅸ上決定了。⑳建新

圏名棺的事已瑳決定了。⑰下任委

員任已決定由老王当。⑳明天比審

停止一事已姪決定。⑳在会以上決

定了工作的推逃方法。⑳決定了去
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あした しあい ちゅうし き

⑳明日の試合は中止と決まりました。
しごと すす かた かいぎ き

⑳仕事の進め方を会議で決めました。
に ほん りゅうがく き

⑳日本へ留学することに決めました。
い いんちよう おう き

⑪みんなは委員長を王さんに決めました。
じつこういいんかい あした しあい ちゅうし き

⑫実行委員会が明日の試合は中止と決めました。

日本留学。⑳大家逸定老王当委員

伝。⑫実施委員会決定了停止明天

的比審。

き

爵きる(切る)他動詞五段

かみ き

⑬はさみで紙を切ります。
ゆぴ き

⑭ナイフで指を切りました。
かみ の

⑮髪がずいぶん伸びたので､助りに行きたいです。
いちと．でんわ き なお

⑯一度電話を切って、あとでかけ直します。
でん き き

⑰電気のスイッチを切ってください。

⑬用剪子剪舐｡⑭用刀吋切了手指。

⑮因方共友侯得太任了，想去剪一

剪。⑯先桂上屯活,等一会ﾉL再按。

⑰清把屯灯的升共共上。

【注62】例⑯的〔電話を切る〕和

〔電話をかける〕同祥,是可慣悦法。

きる(着る)他動詞上一段

うえ き

⑱シャツの上にセーターを着ています。
そと さむ

⑲外は寒いので､たくさん箙を書てください。

⑱村衣外面穿着毛衣。⑲外辺吟,清

多穿点几。

シリーズ③助詞の使い分け文例集
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くださる(下さる)他動詞五段

せんせい わたし ほん <だ

①先生が私にこの本を下さいました。
やま だ わたし いもうと じしよ 〈だ

②山田さんが私の妹に辞書を下さいました。

可くだる(下る)向動詞五段

かれ ふれ かゎ <だ

③彼は船で川を下りました。
やまみf〃 <だ き

④バスが山道を下って来ます。

くばる(配る)他動詞五段

ぜんいん まい 〈ぱ

⑤全員にトランプを5枚ずつ配ります。
がくせい くぱ

⑥学生にプリントを配ります。

①老師姶了我迭本名。②山田姶了

我妹妹一本辞典。

【注63】以(AがBにCをくださ

る〕的形式使用。男外，常以〔～

てください〕的形式作方表示“清

求”的悦法使用。

③他乘船顛河流而下。④公共汽牢

帆山道卜升下来。

⑤毎人麦5碓朴克牌。⑥笈姶学生

印刷品。⑦在火牟姑前有人没超市

升店的r告。

えきまえ かいてん <ぱ

⑦駅前でスーパー開店のチラシを配っていました。
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; くもる(曇る)自動詞五段

；
そら 〈も

⑧空が曇ってきました。 ⑧天明起来了。⑨水蒸気弄得眼鏡

模模糊糊。ゆ げ めがい 〈も

⑨湯気で眼鏡が曇りました。

－

く

蕊くらす(暮らす)自動詞五段⑩~⑫/他動

§
こ と･も がいこぐ <

⑩子供のころ、外国で暮らしていました。
りようしん にん 〈

⑪両親と3人で暮らしています。
つき まんえん く むずか

⑫ひと月10万円で暮らすのは難しいです。
むすめ けっこん しあわ 〈

⑬娘は結婚して、幸せに暮らしています。
まいにち へいおん 〈 しあわ

⑭毎日を平穏に暮らすことがいちばんの幸せです．
かれ ばんねん へい わ ひ び く

⑮彼は晩年、平和な日々を暮らしました。

(暮らす）自動詞五段 ⑩～⑫／他動詞五段 ⑬～⑮

⑩小吋候在外国生活辻。⑪和父母

住在一起，三十人生活。⑫一十月

10万日元生活起来根困唯。⑬女ﾉL

培婚了,生活得恨幸福。⑭毎天能平

平安安地生活是最大的幸福。⑮他

晩年度辻了平安的歩月。

【注64](Aで暮らす〕的A処,有

肘加入表示“場所，，的同珸(例⑩)，

有吋加入人数或生活費的金額等数

字（例⑪、⑫)。〔暮らす〕作力他

劫同的用法不多。(Bを暮らす〕

的B処只可以用〔毎日〕（日々〕等

几/卜有限的同培。

■くらべる(比べる)他動詞下一段

しゆるい しようひん くら

⑯2種類の商品を比べます。
とうきょう ぶつ か ぺ きん ぶつ か くら

⑰東京の物価を北京の物価と比べます。
のうさんぶつ かん ちゅうごく に ほん くら

⑱農産物に関して、中国と日本を比べてみます。
べ きん とうきよう ふゆ くら べ きん さむ

⑲北京の冬と東京の冬を比べると、北京のほうが寒い

⑯比較両神商品。⑰把末京的物价

和北京的物价倣比較。⑱美干衣芦

品将中国和日本倣一下比較。⑲北

京的冬天和束京的冬天相比,北京的

冬天衿｡⑳与福同相比沖蝿暖和｡⑪

和去年相比今年雪多。

【注65](AとB(と）を比べる〕

是基本形。后一ノト〔と〕通常可以省

略。(AをBと比べる)(BをAと

比べる〕意思相同。迭吋,是把A和

B対等地透行比較｡而(AはBに／

です。
おきなわ ふくおか くら あたた

⑳沖縄は福岡に比べて暖かいです。

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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こ とし きよれん くら ゆき おお

⑳今年は去年と比べて雪が多いです。 と比べて〕的句型中A是活題的中

心,BMﾘ是比較的対象(例⑳､⑳)。

４
〆

Fくりかえす(繰り返す)他動詞五段

かれ おな く かえ い

⑫彼は同じことを繰り返して言いました。
あやま く かえ

⑳過ちを繰り返してはいけません。

⑫同祥的事他重夏悦了好几次。⑬

措漫不能重犯。

農くる(来る)自動詞力変

あ し た ゆうこん わたし いえ 気

⑳明日、友人が私の家に／へ来ます。 ⑭明天朋友来我家。⑮小梁毎天騎

自行牟来学校。⑳小島毎天早上来

院子吃食。⑰夏天就要来了。

りよう まいにち じ てんLや がつこう き

⑮梁さんは毎日自転車で学校に来ます。
こ とh まいあさにわ えさ た き

⑳小鳥が毎朝庭に餌を食べに来ます。
なつ き

⑰もうすく聯夏が来ます。

(苦しむ）自動詞五段

か くろ

⑳レポートが書けなくて、苦しんでいます。
じゅうみん こうがい くる

⑳住民が公害に苦しんでいます。
ひと り かい くる

⑳あの人のすることは理解に苦しみます。

⑳根告写不出来,正緬着呪｡⑳住民

正在遭受公害的痛苦。⑳那ﾉﾄ人倣

的事今人唯以理解。

【注66】〔～に苦しむ〕的〔に〕

表示原因或理由。例⑳的〔理解に

苦しむ〕是可慣悦法,以〔理解でき

ない〕的意思常用。多在寅雅人肘

使用。
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了くれる(暮れる)自動詞下一段

ひ く

⑪日が暮れました。
こ とし

⑫今年ももうすぐ暮れます。
みち まよ と ほう とき しんせつ ひと たす

⑬道に迷って途方にくれている時､親切な人が助けて

くれました。

⑪天黒了。⑫今年也快結束了。⑬

迷了路不知如何是好吋一位好心人

帯助了我。

【注67】例⑬的〔途方にくれる〕

是可慣悦法，意思是（困ってしま

う〕（どうしたらよいかわからなく

なる〕即“感到力堆，，“不知如何是

好”的意思。遠稗場合多用平假名

将写。

く
●

け

け
● ●● ■● ● ■● ■● ●● ●● ●● ● ｡● ■●● ● ●の ●●●● ●● ● ● ■● ● ■● ● ●● ● ● ■● ● ■● ● ■● ● ● ●● ● ●● ●● ● ●① ● ●● ● ● ●● ● ● ● ●● ● ● ● ● ･ ●●

ろ(経験する)他動詞ｻ行変格

かのじょ かいがぃ せいかつ けいけん

①彼女は海外での生活を経験しています。
に ほん けいけん

②日本でいろいろなことを経験しました。

①弛姪厨辻海外生活。②在日本錘

厨了杵多事情。

■けす(消す）

罰【→きえる(消える)】

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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つ
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|こえる'纏え‘超え&)BZI:1下殺
となりむら い やま こ

①隣村に行くには、あの山を越えます。
こつきょう こ

②まもなく国境を越えます。
さ ばく こ

③ラクダで砂漠を越えます。
き おん ど こ

④気温が30度を超えました。
さん か しや にん こ

⑤参加者は1,000人を超えました。

①去邦村要越辻那座山。②就要辻

国境了。③騎狢舵穿越沙漠。④気

温超辻了30度。⑤参加者超越了

1000人。

【注68】〔越える〕使用萢囿比較

仁淀,而〔超える〕只在表示超辻了

具体数値肘使用。

こくﾞ 他動詞五段

⑥想別小艇。⑦燈着自行李爬玻。

【注69】〔こく．〕佼限干表送別船

或小艇、騎自行牟、蕩秋千等。

⑥ボートをこぎたいです。
じ てんしゃ さか のぽ

⑦自転車をこいで、坂を上ります。

(答える）自動詞下一段

せんせい しっもん こた

⑧先生の質問に答えます。
つぎ と こた

⑨次の問いに答えなさい。

⑧回答老師的何題。⑨清回答下面

的何題。⑩被提何，回答悦“不知

道"。⑪被叫到名字吋清回答"到"。

【注70】〔～と答える〕的〔と〕

表示引用（例⑩、⑪)。

しつもん こた

⑩質問をされて、「わかりません」と答えました。
な まえ よ こた

⑪名前を呼ばれたら、「はい」と答えてください。
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山，こまる(困る)自動詞五段

むす こ ぺんきょう こま

⑫息子が勉強をしないので困ります。
さい ふ こま

⑬財布をなくして困りました。
みずぶ そく こま

⑭水不足で困っています。
かれ いま せいかつ こま

⑮彼は今、生活に困っています。

－

⑫由干几子不学弓感到恨力唯。⑬

銭包姜了,不知如何是好｡⑭因力峡

水而犯愁。⑮他現在生活恨困唯。

【注71】〔～で困る〕表示力堆的

原因（例⑭)。〔～に困る〕表示感

到力堆的対象(例⑮)。〔～で〕〔～

に〕的前面都用筒短的名同。具体

悦明力唯的理由以及原因肘通用〔～

ので〕〔～から〕〔～て〕（例⑫､⑬)。

幸
）

iこむ(込む)自動詞五段

ゆうがた どう ろ こ

⑯夕方は道路が込みます。
あさ つうぎんきやく こ

⑰朝のバスは通勤客で込んでいます。
おおぜい きやく こ

⑱デパートは大勢の客で込んでいました。
と しん どう ろ こ

⑲都心の道路はいつも込んでいます。
まいあさ こ でんしや の つうきん

⑳毎朝込んだ電車に乗って通勤しています。
どう ろ こ ち こぐ

⑯傍晩道路捌折。⑰早上的公共汽

牢里折満了去上班的人。⑱百貨商

店因大量的顧客恨捌折。⑲都心的

公路忌是恨捌折。⑳毎天坐着捌折

的屯牟上班。⑳因方道路捌折退到

了。

■

⑳道路が込んでいたので遅刻してしまいました。

にわす(壊す)他動詞五段⑳~⑳

§こわれる(壊れる)自動詞下一段“
こ ども わたし こわ

⑳子供が私のカメラを壊してしまいました。
ふる豆‘わ ぁたら ､,えた

⑳古い家を壊して新しい家を建てました。
た す こわ

⑭食べ過ぎておなかを壊しました。
こわ

⑳カメラが壊れました。
じ しん いえ こわ

⑳地震で家が壊れました。

⑳咳子把我的照相机弄坏了。⑳折

了旧房,蓋起了新房。⑳吃多了，把

肚子吃坏了。⑮照相机坏了。⑳因

方地震房子震坏了。

【注72】例⑳的〔おなかを壊す〕

是可慣悦法｡此外通有〔体を壊す〕

的悦法。但没有〔頭を壊す〕〔足を

壊す〕〔おなかが壊れた〕的悦法。
P
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さ ●●●●●｡●●●●●●､●CD●■■●●■●●■●●●■●●｡●｡●●●。●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●●●■●●■●●■●●●●●●●●●●●●●

さがす(捜す．探す)他動詞五段

いぬ さが

①いなくなった犬を捜しています。
けいさつ はんにん さが

②警察が犯人を捜しています。
なに きが

③何を捜しているのですか。

①在寺桟姜失的狗。②警察在捜査

犯人。③休在桟什公?④在挽更寛敵

一点的房子。⑤正在桟工作。

すこ ひみ へ や ざが

④もう少し広い部屋を探
し ごと さが

⑤仕事を探しています。

』部屋を探してし 》ます。

さがる(下がる)自動詞五段⑥~⑧

さげる(下げる)他動詞下一段⑨~⑪
ねつ

⑥熱がやっと下がりました。
せいせき さ

⑦サッカーばかりしていたので､成績が下がりました。
うんちん えん えん さ

⑧バスの運賃が200円から180円に下がりました。
<すり の ねつ さ

⑨薬を飲んで熱を下げました。
がいしゃ うんちん えん えん さ

⑩バス会社が運賃を200円から180円に下げました。
ろ おん ど ど と. さ

⑪炉の温度を500度から200度まで下げます。

⑥焼息算退了。⑦光願玩足球,学可

成鋤下降了。⑧公共汽牟的票价圦

200日元降到了180日元｡⑨吃蒟把

焼退了。⑩公共汽牟公司把票价圦

200日元降到了180日元｡⑪把炉子

的温度肌500度降到200度。

【注73】特別彊凋、限定下降后的

数値吋用〔～まで下げる〕（例⑪)，

実隊使用吋一般用〔～に下げる〕。

lさく""‘"…
か だん はな さ

⑫花壇の花が咲きました。
にわ さ ･

⑬庭にバラが咲いています。

⑫花転里的花卉了。⑬庭園里的攻

魂花盛升着。⑭北海道的櫻花升花

吋同是4月底左右。
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|さ

ほつかいどう さくら さ がつ お

⑭北海道で桜が咲くのは4月の終わりごろです。

iさけ“
(叫ぶ）自動詞五段

L

ちよう うみ む なに さけ

⑮張さんが海に向かって何か叫んでいます。
だれ たす さけ

⑯誰かが「助けて」と叫びました。
かい まど した ひと さけ

⑰「おーい」と3階の窓から下の人に叫びました。
おおごえ さけ おうえん

⑱「がんばれ」と大声で叫んで応援しました。

⑮小誰朝着大海叫城着什公。⑯不

知是堆城了“救命舸”。⑰圦3楼

的爾戸向下面的人威了一声“隈!”

⑱大声戚着“加油”助威。

【注74】例⑯～⑱〔～と叫ぶ〕的

〔と〕表示引用，例⑱〔大声で叫

ぶ〕表示叫城的祥子。

さ

P

さける (避ける）他動詞下一段

たいこうしや さ

⑲対向車を避けようと、
あわ くるま き

慌てて車のハンドルを切りま ⑲力既避対面升来的牟,慌忙轄劫了

方向盆｡⑳最近他好像在既着我｡⑳

避升常鉋牟的路散歩。⑫打了針的

当天清不要洗操。

した。
さいきん ひと わたし さ

⑳最近、あの人は私を避けているようです。
くるま とお みち さ さんぼ

⑳車がよく通る道を避けて散歩します。
ちゅうしや ひ にゆうよく さ

⑳注射をした日は入浴を避けてください。

さげる(下げる）

【→さがる（下がる)】

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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(支える）他動詞下一段

たお はし ご りょうて ささ

⑳倒れないように梯子を両手で支えました。
や ちち いつ か せいかつ ささ

⑳わが家では父が一家の生活を支えています。
かれ いえ ささ

⑳彼がアルバイトで家を支えています。

⑳方了防止梯子倒下用双手扶住了

官。⑭在我家父奈雄持着一家的生

活。⑳他躯打l価肘工支揮着家。

【注75】例⑳、⑮的〔生活を支え

る〕〔家を支える〕是〔働いて生活

費を稼ぐ・〕即“用芳幼挿生活費”

的耳慣脱法。

鷺さす(差す)自動詞五段⑳/他動詞五段⑰~⑳

にわ あさ ひ

⑳庭に朝日がさしています。 ⑳朝阻照着庭院｡⑰把別人送的花
豆 かびん ．やかぎ 描避花瓶放到房同里｡⑳工人定期

⑰もらった花を花瓶にさして部屋に飾りました。 姶机器注油｡⑳走路没打傘,全身都
こういん ていきてき きかい あ案ら 湿透了。

⑳工員は定期的に機械に油をさします。
かさ あろ ぬ

⑳傘をささないで歩いたら、すっかり濡れてしまいま

した。

さす(指す･刺す)他動詞五段

かれ ち ず さ みちじゆん おし

⑳彼は地図を指して道順を教えてくれました。
じゅぎょうちゅう せんせい せいと さ こた

⑪授業中に先生は生徒を指して答えさせます。
けい か し こうてい さ

⑫荊輌は始皇帝を刺そうとしました。
か から溜 さ

⑬蚊に体のあちこちを刺されてしまいました。

⑳他指着地囲告堺了我想公走。⑪

上裸吋老師点名辻学生回答。⑫荊

珂企圏行刺秦始皇。⑬身上杵多地

方都被蚊子咬了。
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｢さそう(誘う'他動詞五段
＃

どもだち ざそ うみ い

⑭友達を誘って海に行くつもりです。
かのじよ えい が さそ

⑮彼女を映画に誘いました。
わたし I）ょこう ともだち さそ

⑯私は、旅行をしようと友達を誘いました。

了さます(覚ます)他動詞五段⑰~⑳

gさめる(覚める)自動詞下一段⑪~⑮
け さ ばや め さ

⑰今朝いつもより早く目を覚ましました。
ま よ なか だれ さけ ごえ め さ

⑱真夜中に誰かの叫び声で目を覚ましました。
あか ものおと め さ

⑲赤ちやんは物音に目を覚ましました。

⑭想釣朋友去海｡⑮釣弛看屯影了。

⑯我遡朋友“ﾛ自{､去旅行ﾛ巴"。

さ

－

⑰今天早上比平吋醒得早。⑱半夜

里被叫声砂醒。⑲嬰ﾉL被声音砂醒

了。⑳迩是吹吹風醒醒酒好。⑪今

天一大早就醒了｡⑫被叫声妙醒了。

⑬被巨大的声哺妙醒了。⑭圦麻酔

中一芥醒泣来就看見了母奈那担心

的面孔。⑮被母奈叫起,圦夢中醒泣

来。

【注76】用〔覚める〕的有〔夢〕

〔眠り〕〔麻酔〕〔酔い〕〔目〕等，

〔夢〕〔眠り〕〔麻酔〕多用〔～か

ら覚める〕的形式,〔酔い〕多用〔酔

いが覚める〕的形式。〔目〕一定

要悦（目が覚める〕的形式。

すこ かぜ よ さ

⑳少し風にあたって､酔いを覚ましたほうがいいですよ。
きょう あさはや め さ

⑪今日は朝早く目が覚めました。
だれ さけ ごえ め さ

⑫誰かの叫び声で目が覚めました。
おお ものおと め さ

⑬大きな物音に目が覚めました。
ま ずい さ はは しんぱい かお み

⑭麻酔から覚めると､母の心配そうな顔が見えました。
はは お ゆめ さ

⑮母に起こされて、夢から覚めました。

(さわぐ
(騒ぐ）自動詞五段

こ ども きょうしつ さわ

⑯子供たちが教室で騒いでいます。
とつぜん せき ゆ ね あ ひとびと さわ

⑰突然の石油の値上がりに人々が騒ぎました。
みずうみ J〕ゅう うわさ じゅうみん さわ

⑱湖に竜がいるという噂で住民が騒いでいます。

⑯咳子ｲi1在教室里妙嗣着。⑰石油

的突然溌价使人ｲﾛ騒劫起来。⑱居

民ｲﾛｶ湖中有尤的侍同而騒劫。

【注77】例⑰（～に騒ぐ・〕的〔に〕

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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和例⑱〔～で騒ぐ？〕的〔で〕都表示

友慌、騒劫的理由、原因。用〔に〕

的句子用干比較郊重的坊面。例⑰

是〔人々が値上がりに反対してい

る／抗議している〕即“人{n在反

対、抗棋石油溌价”的意思。例⑱

是〔噂が評判になる〕即“侍同的

気勢越来越大",〔住民が興味を持っ

てその噂をみんなでしている〕即

“居民ｲﾛ央趣液厚地参与侍同”的

意思。

さわる (触る）自動詞五段

おそ おそ うま さわ

⑲恐る恐る馬に触ってみました。
とう だい じ さわ

⑳お父さんの大事なカメラに触らないでください。
よど て しようひん さわ

③汚れた手で商品に触ってはいけません。

⑲故故競競地摸了弓一下。⑳別去

摸琶琶的心愛的照相机。⑪不能用

粧手触摸商品。

し ●● ● ● 申● ● ● ●● ● ● ●● ● ● ､● ● ● ●● ● ● ● ■● ●● ● ■● ● ●●●●● ● ● ●●● ●① ●● ● ●● ●● ●● ● ●● ●● ● ■● ●● ●● ● ■●● ●● ● ｡● ●● ●● ●● ● ●●

(叱る）他動詞五段

ちちおや むす こ しか

①父親が息子を叱りました。
じようL 墓 か ▲ちゅうい しか

②上司が部下の不注意を叱りました。
せんせい せぃ と ち こぐ しか

③先生は生徒が遅刻したことを叱りました。
しゅ〈だい わす せんせい しか

④宿題を忘れて、先生に叱られました。
－

①父茉11l斥了ﾉL子。②上司ｿll斥了

部下的疏忽。③老師VII斥学生退到

了。④忘了倣作並被老師ﾘ1I斥了一

頓。
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しずむ(沈む)自動詞五段

しようとつ じ こ ふね しず

⑤衝突事故で船が沈みました。
しゅんぶん しゅうぶん ひ たいよう ま にL しず

⑥春分と秋分の日、太陽は真西に沈みます。
けんせつ むら fこてい Lず

⑦ダムの建設で村は湖底に沈んでしまいました。

⑤因撞船事故船況没了。⑥春分和

秋分的吋候太阻向正西落下。⑦因

建没水庫,村子況到了湖底｡⑧因力

父奈的去世,弛況浸在悲痛之中。

【注78】例⑧的〔悲しみに沈む〕

表示悲哀的状恋或悲哀的心情任吋

同持錘着的意思。

｜、さ・し一

ちちおや し かのじょ かな しず

⑧父親の死で彼女は悲しみに沈んでいます。

:しぬ(死ぬ)自動詞五段

そ ぼ ねん し

⑨祖母は1990年に死にました。
そ ふ さい し

⑩祖父は99歳で死にました。
いぬ びょう き し

⑪犬が病気で死にました。

⑨祖母千1990年去世了｡⑩祖父”

歩吋去世了。⑪狗病死了。

【注79】〔～で死ぬ〕的〔で〕有

表示死亡的年齢的用法（例⑩）和

表示死亡的原因的用法（例⑪)。用

干人肘〔なくなる〕比〔死ぬ〕常

用。扱舐上和屯視新同里通用〔死

亡する〕的脱法。

I上霊
(閉まる）自動詞五段 ⑫～⑭

(閉める）他動詞下一段 ⑮⑯

かぜ

⑫風でドアが閉まりました。
まど し

⑬窓が閉まっています。
しん せ かい まいばん じ し

⑭新世界デパートは毎晩8時に閉まります。
れいぽうちゅう

⑮冷房中はドアを閉めてください。
・ わたし まいにちゅうがた じ みせ し

⑯私は毎日夕方6時に店を閉めます。

⑫風吹得、美上了｡⑬宙戸美着｡⑭

新世界百貨商店毎天晩上8点共no

⑮升衿気吋清美no⑯我毎天傍晩6

点美店。

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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(知らせる）他動詞下一段

た なか あした し ごと よ てい L

⑰田中さんに明日の仕事の予定を知らせます。
はI土 でん わ し けん う

⑱母に電話で試験に受かったことを知らせました。
あしたなん じ しゅうどう し

⑲明日何時に集合するか、みんなに知らせました。
あ した じゅざよう

⑳明日は授業がないとみんなに知らせました。

⑰告訴田中明天的工作安排。⑱打

屯活告脈母奈考試通泣了。⑲明天

几点集合都通知了大家。⑳明天没

操的事已通知了大家。

【注80】〔～かを知らせる〕的句

型中的（を〕常被省略。例⑲就是

〔明日何時に集合するかをみんな

に知らせました〕的〔を〕被省略

了的形式。〔～と知らせる〕的（と〕

表示引用（例⑳)。

ず ふ

ん

しらべる(調べる)他動詞下一段

ちゅうごく に ほん オ』ん ど くに じんこう しら

⑪中国でも日本でも､5年に1度､国の人口を調べます。
けいさつかん こうつう じ こ げんいん しら

⑫警察官が交通事故の原因を調べています。
けいじ よう ぎ しや いえ なか しら

⑳刑事が容疑者の家の中を調べました。
たん ど じ しよ しら

⑭わからない単語を辞書で調べてください。

⑳中国、日本都是毎5年凋査一次

全国的人口。⑫警察在澗査交通事

故的原因。⑳刑警捜査了嫌疑犯的

家。⑭不憧的河清用辞典査一下。

しる(知る)他動詞五段

わたし じ こぐ れき し し

⑮私たちは自国の歴史を知らなければなりません。
わたし おう

⑳私は王さんをよく知っています。
じ けん しんぶん し

⑰その事件のことを新聞で知りました。

⑮我佃必緬要了解本国的厨史。⑳

我非常了解小王。⑰我圦根舐上知

道了那一事件。

【注811(Aを知る〕是知道A的

存在,(Aのことを知る〕是了解A

的具体内容的意思,実隊使用肘意思

基本相同。
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しんじる(信じる)他動詞上一段

わたし しん

⑳私を信じてください。
わたし ぶつきよう しん

⑳私は仏教を信じています。
わたし かれ かなら 〈 しん

⑳私は、彼は必ず来ると信じています。

⑳清相信我。⑲我信仰佛教。⑳我

相信他一定会来。

【注82】〔～と信じる〕的〔と〕

在引用所相信的内容肘使用(例⑳)。 ’し・す一

す ●●●●●｡●●0｡●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●

すう(吸う)他動詞五段

よど くう き す からだ わる

①汚れた空気を吸うと、体に悪いです。
ちよう はな みつ す

②蝶は花の蜜を吸います。
き ね みず す

③木は根から水を吸います。
ざいもく しっ け す おも

④材木は湿気を吸って重くなりました。
す けんこう

⑤たばこを吸うのは健康によくありません。

①呼吸被汚染了的空気対身体有害。

②蜥蝶吸取花蜜。③樹圦根部吸收

水分。④木材吸了潮気変重了。⑤

吸烟対健康不好。．

すぎる(過ぎる)自動詞上一段⑥~⑨

すごす(過ごす)他動詞五段⑩~⑭
なが ふゆ す あたた

⑥長い冬が過ぎてようやく暖かくなりました。
じ す こ ども れ

⑦9時過ぎたから、子供はもう寝なさい。
やくそく じ かん す かのじょ き

⑧約束の時間を過ぎても彼女は来ません。
でんしや かわさき す よこはま つ

⑨電車は川崎を過ぎて、まもなく横浜に着きます。
たの なつやす す

⑩楽しい夏休みを過ごしました。

⑥漫任的冬天泣去了,息算暖和了。

⑦辻9点了,小咳子快去睡覚。⑧泣

了釣定的吋同弛也没来。⑨屯牟蛭

泣了川崎就要到横漠了。⑩度泣了

愉快的暑假。⑪在外国度辻了学生

吋代。⑫打算在故多和家人一起泣

春枯。⑬大家在一起度泣了愉快的

吋光。⑭在中国生活辻3年。

シリーズ③ 助詞の使い分け文例集
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がh,こぐ が〈せい じ だい す

⑪外国で学生時代を過ごしました。
こぎよう か手く しゅんせつ す

⑫故郷で家族と春節を過ごすつもりです。
たの とき す

⑬みんなで楽しい時を過ごしました。
ちゆうごく ねんかん す

⑭中国で3年間過ごしたことがあります。

すぐ(空く)自動詞五段

ひる ま

⑮昼間はバスがすいています。
みち も〈て9 ち はや つ

⑯道がすいていたので、目的地に早く着きました。

⑰おなかがすきました。

⑮白天的公共汽牢比較室。⑯因方

路不折提前到迭了目的地。⑰肚子

俄了。

すくう(救う)他動詞五段

ぃ しや し めい ひと ぃのち すぐ

⑱医者の使命は人の命を救うことです。
ぶちよう かいしや き き すぐ

⑲部長が会社の危機を救いました。
かれ ひとぴと ひんこん すぐ

⑳彼は人々を貧困から救いました。

すぐ守れろ(優れる)自動詞下一段

かのじょ すぐ･ が か

⑳彼女は優れた画家です。
がくせい はんだんりょ〈 すぐ．

⑳あの学生は判断力が優れています。
かれ き おくりよく すぐ．

⑳彼は記憶力に優れています。

⑱医生的使命是拾救人的生命。⑲

部催挽救了公司的危机。⑳他把人

佃圦貧困中抵救了出来。

⑳弛是仇秀的画家。⑫那ﾉﾄ学生的

判断力根出色｡⑳他的氾に力恨好。

⑳咳芦品与其他公司的芦品相比,各

十方面都恨出色。
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せいひん たしや せいひん 〈ら めん すぐﾞ

⑳この製品は他社の製品に比べて、あらゆる面で優れ

ています。

【注83】例⑳的〔～が優れる〕是

常用的形式，在名面晤中用例⑬的

〔～に優れる〕的形式来彊凋其能
力之盟。

－

す

れっしや にし すす

⑮列車は西へ／に進みます。 ⑮列牢向西前逃。⑳列牟沿着海岸

袋前逃｡⑰建没工程按汁別透展着。

⑳今年9月冴冴考上了大学。⑳仮

一年的吋同他就圦科任升到部侯。

⑳校舍迂移的事情透展順利。⑪想

去徳国留学学可徳国先逃的医学技

木。⑫遠十表有点ﾉL快・⑬清把牢

再往前升一点ﾉLo⑭我1，正在以年

内完成方目椋推逃工程。⑮iX任主

持会Ⅸ的遊行。⑯把表披快’十小

吋。⑰正在倣留学的准各。⑱清展

升和侯江戸並的商努淡判。

【注84】表示方向肘（～へ進む〕

（～に進む〕基本按相同的意思使

用,表示方向以外的内容肘使用〔～

に進む〕（例⑳、⑳)。例⑳〔海岸

線を進む〕即“沿着海岸銭前透”

的（を〕表示通泣的意思。

れっしや かいがんせん すす い

⑳列車が海岸線を進んで行きます。
けんせつこう じ けいか〈 すす

⑰建設工事が計画どおりに進んでいます。
ことし がつ あに だいが〈 すす

⑳今年の9月、兄は大学に進みました。
かれ ねん かちよう 卓ちよう すず

⑳彼は1年で課長から部長に進みました。
こうしやいてん はなし すす

⑳校舎移転の話が進んでいます。
すす いが〈 まな りゅうがく

⑪ドイツの進んだ医学を学ぶために留学したいです。
と けい すこ すす

⑫この時計は少し進んでいます。
〈ろま すこ まえ すす

⑬車をもう少し前に／へ進めてください。
ねんまつ かんせい こう じ すす

⑭年末の完成をめざして工事を進めています。
ぎちよう かい ぎ すす

⑮議長が会議を進めていきます。
とけい じかんすす

⑯時計を1時間進めます。
りゆうがく じゅんぴ すす

⑰留学の準備を進めています。
ちようこうさんぎよう しようだん すす

⑱長江産業との商談を進めてください。

シリーズ④助詞の使い分け文例集
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~すすめる(勧める)他動詞下一段

きゃ〈 吟や すす

⑲客にお茶を勧めます。
かれ びょういん い すす

⑩彼に病院へ行くことを勧めました。
びょうP ともだち かんぽうやく の すす

⑪病気の友達に漢方薬を飲むように勧めました。

すてる(捨てる)他動詞下一段

みち す

⑫道にごみを捨てないでください。
こんなん あ ぎ ぽう す

⑬どんな困難に遭っても希望を捨ててはいけません。

すべる(滑る)自動詞五段

〈・つ こおり うえ すべ

⑭スケート靴で氷の上を滑ります。
やま うえ すべ

⑮スキーで山の上からふもとまで滑りました。
かいだん すべ ころ

⑯階段で滑って転び、けがをしてしまいました。
て すぺ お

⑰手が滑ってコップを落としてしまいました。
ゆき みち すぺ

⑱雪で道が滑ります。

⑲清客人喝茶｡⑳功他去医院看病。

⑪向生病的朋友推蓉吃中蒟。

卸

⑫清不要往路上初竝坂。⑬遇到任

何困堆都不能喪失希望。
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~~すむ(済む)自動詞五段

しゆくだい す

⑲宿題はもう済みましたか。
かる す

⑳軽いけがで済んでよかったです。
い けん ざ ぶん す

③胃の検査は10分で済みました。
めんせつ し けん ふん す

⑫面接試験は5分で済みました。
けい ひ まんえん す

⑬経費は100万円で済みました。

⑲作並已姪倣完了喝?⑳逐好只受了

点ﾉL軽傍而已。⑪胃栓査10分神就

結束了｡⑫面拭5分神就詰束了｡⑬

蛭費有100万日元就解決了。

【注85】例⑳～⑬〔～で済む〕的

〔で〕表示某一事情到結束力止所需

要的吋同、費用,用干比事先緬想的

要"少"的場合。比預想的要"多”

的坊合使用〔～では済まない〕。

す

=すむ(住む)自動詞五段

ちよう ちょうしゅん す

⑭張さんは長春に住んでいます。
わたし あれ す

⑮私は姉といっしょにアパートに住んでいます。

⑭小誰住在挨春。⑮我和姐姐一起

住在公寓。

自動詞サ行変格 ⑳～⑭／他動詞サ行変格 ⑮～⑩

とお なみ おと

⑳遠くで波の音がします。
かぉ

⑰バラはいい香りがします。
ぎゅうにゅう へん あじ

⑱この牛乳は変な味がします。
た なか き

⑲もうすぐ田中さんが来るような気がします。
かれ むす こ い しや

⑳彼は息子を医者にしました。
た なか けんきゅう けっ か ろんぶん

⑪田中さんはその研究の結果を論文にしました。
かれ まんえん も

⑫彼は30万円もするカメラを持っています。
ちゅうしよく

⑬昼食はサンドイッチにします。

⑳近姓侍来波涛声。⑰攻魂花味ﾉL

恨香。⑱遠牛柵有股怪味ﾉし。⑲我

覚得田中当上就会来。⑳他把ル了

培弄成了医生。⑪田中把研究的結

果写成了地文。⑫他有一架値30万

日元的照相机｡⑬午坂吃三明治｡⑭

当半径方R,圓周率力兀吋，圖周方

2冗Ro⑮学可日塔。⑯和朋友打兵兵

球｡⑰在高中当教師｡⑱腿受傍了。

⑲本田息系着漂亮的領帯。⑩地左

手的元名指上戴着戒指。

【注86】（～がする〕表示感覚

(例⑮～⑲)，〔～にする〕表示結果

(例⑳、⑪)，〔～とする〕（例⑭）

シリーズ④ 助詞の使い分け文例集
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’よんけい えんし●うりっ えんし申う

⑭半径をR､円周率を兀とすれば､円周は2兀Rとなる。
に ばん ご ぺんきょう

⑮日本語の勉強をします。
ともだち

⑯友達とピンポンをします。
こうこう せんせい

⑰高校で先生をしています。
あし

⑱足にけがをしました。
ほん だ

⑲本田さんはいつもすてきなネクタイをしています。
かのじょ ひだりて <すりゆぴ ゅび わ

⑩彼女は左手の薬指に指輪をしています。

的〔と〕和〔～にする）（例⑬)的

〔に〕都表示所倣出的決定,表示定

又吋用〔～とする〕。〔～をする〕

表示幼作的対象或目的。

Ⅱ:すわる(座る)自動詞五段

ぃ す すわ

⑪その椅子に座ってください。
g上うしつ まえ すわ

⑫教室のいちばん前に座ります。
こうえん すわ かれ ま

⑬公園のベンチに座って彼を待ちました。

⑪溝坐在那把椅子上。⑫坐在教室

的最前面。⑬坐在公園的催椅子上

等他了。

I

せ"…………………………………

せおう(背負う)他動詞五段

おも に もつ せ お やま お

①重たい荷物を背負って山を下りました。
ははおや こ ども せ お はたら

②母親が子供を背負って働いています。
ちち し ご わたし いつ か せ お

③父の死後、私が一家を背負ってきました。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●■●

①背着況重的末西下了山。②母奈

背着咳子干活。③父茉去世后是我

担負着一家的生活。

【注87】例③的〔一家を背負う〕

是〔家族が生活できるように責任

を持つ〕即“有担負全家人生活的

責任”意思的可慣脱法。
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そ ｡●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡｡●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

|~そだつ(育つ)自動詞五段①~④

そだてる(育てる)他動詞下一段⑤~⑨
こども げんき そだ

①子供が元気に育っています。
わたし べ きん そだ

②私は北京で育ちました。
むすこ りっぱ いしや そだ

③息子が立派な医者に育ちました。
こうてぃ き おお そだ

④校庭の木が大きく育ちました。
はは にん こども そだ

⑤母は6人の子供を育てました。
こ いぬ ぎゅうにゅう そだ

⑥子犬を牛乳で育てます。
こ ども いなか そだ

⑦子供を田舎で育てたいです。
むすこ りっぱ いLや そだ

⑧息子を立派な医者に育てました。
にわ そだ

⑨庭でバラを育てています。

①孜子健康地成任着。②我是在北

京任大的。③几子成快方出色的医

生了。④校国的樹任大了。⑤母奈

葬育了6十咳子。⑥用牛妬隈葬小

狗。⑦想在多下挽葬咳子。⑧把JL

子培葬成了出色的医生。⑨在院子

里秤葬着玖魂花。

’す・せ・そ一

|~そろう自動詞五段

さん か しやぜんいん

⑩参加者全員がそろいました。
，｡れ ぜ 意

⑪彼らは背の高さがそろっています。
ばんや にばんご さんこうしょ

⑫あの本屋には日本語の参考書がそろっています。

⑩参加者全員到芥了。⑪他ｲﾛ的/卜

共ﾉL恨芥。⑫那家苓店的日珸参考

名恨芥全。

シリーズ③助詞の使い分け文例集
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